
昭和26年9月4日第三種郵便物認可昭和50年10月10日発行（毎月1回10日発行）

RI 日本林業技術協会

ーー

■1975/NO5/No403

石O

l｣UTSU



ミ

毛

出》

j宰顎露地
ー

’
強靭性・寸法安定性・平面性・保存性・耐久
性のすぐれたポリエステルフイルムベースの
ケミカルマツト加工をしだ製図用合成紙

強度・感度・透明度・寸法安定性・製図適性
仕上り、すべてに優れた製品

⑪蒸気機関車にも似て、ダイナミックな扱いにも、水
ぬれにも、びくともしない美しい仕上げ。仕事の合理

化スピードアップに御利用下さい。

●本社東京都新宿区新宿2－7-ITELO3(354)0361〒I60
大阪TELO6(772)1412・名古屋TELO52(822)5121

札幌TELOli(631)4421･福岡TELO92(271)0797･埼玉TELO488(24)1255
広島TELO822(61)2902･仙台TELO222(66)0151沖繩TELO988<68)56I2
アメリカきもと（ロスアンゼルス）･スイスきもと（チューリッヒ）

厩N株式会社きちと

蕊鍵写真揮影一覧図
1U､麺.卸QqOD■r’

地形図図化地域一覧図
01204鐘叩0'■同

空

i

3

＃

乃
口
●
Ｇ
■
■
巴

令
●
。
■
●
。
●
●
官

▽
ｑ
Ｐ
ｅ
ｃ
Ｄ
■
。
。

破 れない合成紙

可一一

破れない第二原図用感光紙

鞭ゾーユニ〃12



繍鑿凝議 10．1タアSN｡403

目 次

表紙写真

第22回森林・林業写真

コンクール佳作

「黄葉樹」

朝霞市

斉藤彰

獄

＜論壇＞森林随想．．…

パイロット・フォレストの20年

一造成に伴う環境の変遷

シイタケほだ木の害菌とその防除

振動磯械使用における作業面からの対策

植物と文学の旅一その19大糸沿線Ⅱ

大自然との接点一イリオモテヤマネコの棲む島

熱帯アジア素描一食べ物のはなし

＜若齢林分の保育問題－その多面的な検討＞

各地の枝打ちの現状………･･･……･………“

＜会員の広場＞

岡田公人・野瀬哲也・茂木博・山本潔美

ポット育苗雑考･･……･･･……･“．．…････……

荒垣秀雄…2

藤村隆…7

有田郁夫…11

辻隆道…16

倉田悟…20

茶畑哲夫…22

小林 喜 伴…24

:佐藤卓2．．33

.･･･.、｡．…．.…'40～45

田北正典･．38

ヨーロッパ都市林駆け歩き－欧州都市林視察研修旅行を終えて一・･･…．．……･･44

口支部だより

JournalofJournais

農林時事解説･…･……

統計にみる日本の林業・

現代用語ノート･･･････

26

28

28

29

43 口山の生活

ミクロの造形

本の紹介・・

こだま・・

技術情報．

10

30

30

31

32



2

塞
輌 壇

林 随 木目
J【聖苅

荒垣秀雄＊
あらが曾ひで

1Ⅱ111Ⅱ'11ⅡⅡlⅡ'1ⅡⅡ111ⅡlIiIlllllⅢlIlIllIlⅡ'111ⅡlⅢⅡⅢ11ⅢIⅡIIIlIⅡⅡ'1|ⅢⅢⅡllIlIⅡⅢⅡ''''1ⅡⅢ111ⅡlllIlⅡ''1ⅢⅡ'111ⅢⅢ'11ⅢⅢⅢⅡIⅢⅡ1111Ⅱ1111Ⅱ11ⅢIIlllⅢIⅡ111ⅡIlllIlⅡ||ⅢIlliIⅢIⅢllI1llⅡlⅢIIIlIlⅡⅢ111ⅢⅡⅢ'''1Ⅲ11ⅢIⅡ11Ⅲ

美しい日本の森林

日本の森林は美しい。ことしの初夏，私は郷里の飛騨に帰り，平湯温泉

から乘鞍岳の辺りを歩いた。一抱えもある大きなトチノキの花房がクリス

マスキャンドルのような形で林の上にぬきんでて群がり咲き，ホオノキが

夕月のような花を高い硝に掲げ，その葉が山風にひるがえって銀色と緑の

ウラオモテを代る代る見せていた。そのほか数えきれないほどの種類の針

葉樹，広葉樹がうっそうと重なり合って複雑な林相を構成し，啄木じゃな

いが「ふるさとの山は有難きかな」と思った。環境庁の「緑の国勢調査」

では，群馬県民は東京都民の50倍の緑を持つとあったが，飛騨の山の民

は都民の何百倍もの緑を享受しているのじやないかと思った。

そのあとすぐ北海道に旅し，摩周湖や屈斜路湖，阿寒湖などを見て回

り，私の好きなナナカマドの木がたくさんあるのを見て，秋はさぞ紅葉が

鮮やかだろうなと思った。帰京してまもなく尾瀬沼，尾瀬ケ原を訪ね，峠

の森の中を歩いてブナやミズナラの大木の樹幹を撫でまわしたり，アオモ

リI､ドマツ，コメツガ，トウヒの見分け方をレンジャーの諸君から教わっ

たりした。それから数日後こんどは南アルプス・スーパー林道の視察に自

然環境保全審議会のお歴々 といっしょに行き，北沢峠の原生林の中を歩い

た。ここは国立公園の第一種特別保護地区で原生林の姿が素晴しく，樹齢

2～300年もの巨樹老木が林立していた。寿命が尽きて倒れたと思われる

大水が地_I二に横たわり，厚い苔におおわれている｡その丸太の上にアオモ

リトドマツの若木がズラリと一列に何本も並んでスクスクと伸びていた。

これは米国などでいうナース・ロッグ，乳母丸太で，親木が倒れて腐蝕し

て土と化し，そこに種子が落ちてきて実生となり，死んだ親木がみずから

母胎となって，次の世代の若木を育てるわけだ。11.lの奥で林業に桃ってお

られる人たちには日常茶飯のことかもしれぬが，私にとっては初めての発

見で，森林の年代が更新していく自然の営みの微妙さに驚嘆した。ここが

国立公園の特別保護地区でなく，普通の林なら，とっくにこんなものが取

り除かれたのかもしれぬが，こうしたものはぜひ大事に残して子供たちに

も見せてやりたいと思った。
*全国自然保灘連合会長



私はいくらか心臓が悪くて，いま住んでいる東京・麹I1n°の坂を登るのは

苦しいのだが，この夏に行った山々の樹木がうっそうと茂っている峠では

不思議と息苦しさを感じなかった。それは植物の緑が光合成で造;ってくれ

る酸素が豊富なせいで，都会の排気ガスの多い坂道とはちがって，いわば

緑の酸素吸入をしながら峠道を登っていたようなものだと気がついた。や

はり森林は有難いものだと思った。

日本の森林の紅葉が世界のどこの国とも比較にならぬくらい美しいの

は，植物の種類，ことに落葉樹の種類が非常に多いからだといわれる。紅

葉といっても単に赤紅朱黄茶椴などというものではなく実に多種多様複雑

微妙だ。新緑といっても青や緑と単純にいえるものでなく，スカーレット

もあれば金色銀色もある。米大陸ではメープル系の黄葉が主調だときく。

ほんとに赤く鮮やかに紅葉するのはドッグウッド（花水木）くらいのもの

で種類が少ないそうだ。ヨーロッパも樹種が極めて少なく，専門家の話に

よるとイギリスの林は赤松，ナラ，ブナ，カンパの4種類くらい。欧大陸

はそれにモミ，トウヒ，カラマツ林を加えたくらいだという。これでは秋

の紅葉が日本みたいにゴブﾗﾝ織りになるわけがない｡これは氷螂にア
ルプス山脈など東西につらなる山岳に妨げられて多くの植物が絶滅したた

めとされる。日本列島は南北に長いので，氷河期にも植物は南へ疎開（鳥

や昆虫や風によって種子が南に運ばれる）して多くの植物が生き残れたの

だという。だから原生の林野で岬刈り」をすると一・坪の中の草木の種類

が実に多い。欧州の林は樹種の少ない単純林だという。

広葉の落葉樹があってこそ，紅葉も新緑も美しい。もちろん常緑樹や針

葉樹がその背景をなして浮き立たせる。だが雑木林はたいしてオカネにも

ならぬので，林業の専|!1家からは軽んぜられ，惜しげもなく切られること

が多い。天皇陛下が各地へおいでになってお手植えをされる植樹祭はすで

に30年にも近く年々盛大になるのは喜ばしいことだが，なぜ松，杉，桧

などの針葉樹ばかりのお手植えを願って広葉の木をおすすめしないのだろ

うか。国土緑化推進運動だとはいうが，オカネになる経済林の植樹だけな

のだ。もちろん松，杉，桧は日本の山林と経済にとって貴重なものだし，

立派な美林でもある。かつて陛下が東北にいらっしゃったとき知事がお蔭

様でこんなに立派な杉林，檜林ができましたと申上げたら，陛下は広葉の

木も大切だと仰しやったそうだ。陛下は生物学の科学者でいらっしゃるか

ら，広葉の木は背から「火伏せの木」といって防火の作用のあることも，

広葉の樹林には野鳥の好きな木の実が多く，野鳥はそれを食べて繁殖すれ

ば害虫退治もしてくれることも，また同じ樹種と同じ樹齢で画一化した大

面積の単純林は災害や病虫害などにもイチコロで弱く，適当な針広混合の

方が森林の在り方として好ましいことなど，いろいろお考えのあることだ

ろう。植樹祭も数年前から皇后様にはカエデの実生苗をお植え願っている

ようだが，やはり天皇様も針葉樹だけでなく，照葉樹や落葉樹もお植え頂
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いた方が，天皇は何事にも片寄らないで一視同仁の公平な御存在だという

ことを国民に示す意味でもよいのではないだろうか。

国際植生学会が昨年日本で開かれ，来日した世界中の学者たちは，大隅

半島の照葉樹林や八甲田山のブナ林などを世界的な国宝だといって激賞し

たそうだ。ヨーロッパには前述したように樹種が極めて少なく，ことに照

葉樹林があまりないから，陽光にキラキラと光りツヤツヤした照葉樹林に

は目を見張ったのだろう。魏志倭人伝にも耶馬台国に照葉樹林がうっそう

と茂っていることを書いてあるそうだが，日本人はあまりに見慣れてそれ

ほど高く評価しない傾向がある。「鎮守の森」も日本人にはありふれたも

ので，一般に当り前のように思われていたが，国際植生学会の人たちはこ

れを激賞した。欧米の教会は建物は立派でも日本の神社仏閣のように，鎮

守の森や深い森林に囲まれていない。日本ではそれらの森は神社仏閣の象

徴であり，御神木あつかいで村人も絶対に切ってはならぬものであり，郷

土における自然保謹の原点みたいになっている。外国の偉い先生方にほめ

られて，鎮守の森を改めて見直したのである。

国際植生学会の学者たちは屋久島には行かなかったが，あの樹齢千年の

屋久杉がチェーンソーで伐採されているのを見たら,何といっただろうか。

屋久杉がいま何本あるか，地元の意見が余りにも大幅に食い違っている

が,営林局が航空写真によって計算したものによると千年以上の木11,600

本，千年以下133,400本，計145,000本だという。屋久島で屋久杉という

のは樹齢1,000年以上のもので，1,000年以下は小杉という。日光の太郎

杉は約500年だし，ふつう樹齢500～700年ともなればシメナワを張って

御神木あつかいである。樹齢数百年くらいの《《ちいさい木”はたいしたこ

とはないから切ってもかまわない，みたいな話だ。千何百年の老木も300

年500年700年と順々にとしをとっていくのだから，千年以下の木も大切

にしてもらわなければならぬ。

営林局の話では（昨年春）14万5,000本のうち9万本は残すことにな

っているが，あとの5万5,000本は伐採計画の林の中に含まれているとの

ことであった。林業経営の上で伐採する林の中に入っている屋久杉は，そ

れだけ残すわけにいかないから，他の木といっしょに切るというのだ。も

ちろん屋久杉だけあちらに1本，こちらに1本と残してみたところで，そ

れはいずれ枯れて倒れてしまうだろう。「人は人なか・木は木なか」と昔

からいうが，人間が親子兄弟や親類や職場の仲間や友人やいろいろな職業

の人たちと人間社会を構成して生きていくのと同じように，樹木もひとり

ぼっちで一本立ちの孤独で生きていけるものではなく，まわりの木々がぜ

んぶ切られて屋久杉だけポツンと残されたって，生き残れるものではな

い。早かれ遅かれ枯死する運命にある。だから皆伐計画になっている林の

中で屋久杉だけを残しても，生命を助けることにはならない。林を伐採し

てしまうのなら，その中の屋久杉も切るほかあるまい。



それにしても，樹齢千年内外の屋久杉を5万5,000本も切ってしまうの

は乱暴すぎると思った。樹齢1,200年といえば万葉時代から風雪に耐えて

生き残ってきた老木である。アメリカは来年独立200年で国をあげての大

祝賀祭をやるが，たった200年でさえ国民が大変なことに思う。日本も明

治維新から100年とちょっとたっただけである。明治・大正・昭和の3代

を重ね，その間には日清戦争，日露戦争，日中戦争，太平洋戦争，そして

敗戦と長い長い歴史を経験してきて，維新いらいまだ100年余りしかたっ

ていない。千年といえばその10倍である。タイムトンネルに入って過去

に遡るとしても，明治維新から昭和50年まで歩いてきた1世紀の10倍も

の長い長い歳月を閲しなければ，樹齢千年にはならないのだ。それを何の

感慨もなしに平気で切ってしまうということは，いったいどういう感覚な

のかと，私は思うのである。千年の木を切り倒すことは千年の歴史を切り

倒すにひとしい。

しかし林業のためにはそういう計画を実施しなければならぬという。そ

れが林業の常識だといわれる。その辺の気持が私どもにはどうしても理解

できない。もちろん林業に携って生活する人がたくさんおられる。もしそ

うした伐採をやらなければ，その人たちは失業して家族もろとも路頭に迷

う。それは人道問題だ。人と木とどっちが大切か。木を助けるために人を

死なせてよいのか。そんな議論もきかされる。他に適当な職を与えて配置

転換すればよいという人もあるが，実際問題として困難なことはよくわか

る。ことに人里離れた不便な山の奥で働いてきた人は，オイソレとそう簡

単に転職できるものではない。そういうことはよくわかるのだが，ではそ

の人たちのために樹齢千年内外もの大樹巨木を何万本も切らねばならぬと

いう単純な理屈にはなるとは思えない。そもそも林野庁に働く公務員の給

与をどこからひねり出すのか，という論法が独立採算制というものなのだ

ろうか。気にさわることを書いて恐縮だが，屋久杉のような貴重な巨樹林

を，国有林をあずかる林野庁の方々が，どうしたらよいと考えておられる

のかを卒直にお尋ねしたいのである。

白谷雲水峡という所を見た。すばらしい渓流であった。屋久島の年間降

水量は4,000ミリで大台ケ原とともに日本列島最大の雨量である。標高千

メートル級の山が30座もあり，宮之浦岳は九州で最高だが，山の中腹から

頂上にかけては7,000ミリから1万ミリにも達するというo屋久島では雨

が「月に35日降る」という笑い話があるくらいだ。それでどの谷川も水

量が豊富だが，白谷雲水峡は塁々たる巨岩怪石をかんで渓流がたぎち流れ

る姿は壮観で，その両岸がまた素晴しい美林である。ところがその右岸は

特別保護地区だからこのままにするが，左岸は普通地域なので伐採計画に

入っていると営林局の説明であった。われわれ自然環境保全審議会委員の

面々はアッケにとられて，全く呆然としたのであった。なんたることか。

一つの渓谷の片側を丸坊主にしてしまったら，その景観は死んだも同然

だ。頭のどこからそんな奇怪な考えが出てくるのか。いやしくも国の林業

5
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木を見て森も見る

を左右する高級役人がどうしてこんな奇想天外の発想ができるのかと，一

同不可解にさえ思ったのであった。その後どうなったか知らない。

屋久脇のわるい半面だけを書いたが，学術参考林の花山地区は原生自然

斑境保全地区として厳しく保謹されるし，屋久杉ランド観賞林は林野庁に

よって，非常に立派な運営がされている。原始のままの姿だけでなく，奈

良llli代の社寺建築や薩摩藩によって切り出されたころの面影が苔むした倒

木などに11iい歳月を刻みこまれて，自然と人間とのかかわりも興味深く観

賞される。これほど高度な学術観賞林を日本で見られるとは思わなかっ

た。息をのむ思いで眺めまわし，こんな素晴しい所になぜ屋久杉ランドな

んて安っぽい名前をつけたのかと思った。

たいへん失礼なことを申し述べたが，私は林業を否定したり，森林は自

然のままでノータッチなどといっているのではない。賢明な管理をされな

い森林が台風一過によって一山ことごとく風倒木の墓場と化することもあ

る。国民の木材需要にも応えながら，自然の荒廃を食い止めている役割も

高く評価している。もともと自然環境を無視しては，林業は成り立たない

のだから，森林を育てることがそもそも林業の大前提であろう。だｶｮ今の

林野行政は国民からかなりの誤解を受けている。そのことにも納得のいく

答えをせねばなるまい。たとえばこんな悪口をいう向きもある。昔は立派

な美林は国有林で，貧弱な森林は民有林だった。今は逆。こういう批評は

不当ではあろうが，脚本の森林が昔にくらべて甚しく見劣りするようにな

ったことは事実で，ことに国有林というものをなぜあんなに切るのだろう

かというのが，一般国民の染朴な疑問であることも否定できない。林野行

政の今の《《附識”というものを，この辺でもう一度考え直してもらいたい

時機に来ているのではなかろうか。

スーパー林道というものに対しても，国民は大きな疑問を抱いている。

紙数が尽きたので一言でいう。森林経営のために林道網が必要であること

は言うまでもないが，その範囲を越えてスーパー林道という名の山岳観光

道路が各地で建設され，それが大きな自然破壊を招いている。そして地域

住民の間に紛争のタネをまいているのも残念である。どうしても必要なも

のなら，産業道路なり，観光道路なり堂々と表看板を立ててやるべきで，

林道という名を冠せられていることで，林野庁はかえって損をしていると

思う。考え直して頂きたい。

昔から「木を見て森を見ず」とか「鹿を追う猟師，山を見ず」という。

私はそれを少しひねって「木を見て森も見る」「鹿を追って山も見る」な

どというのだが，森林を材木費源と見る考え方をもう少し薄めて，全体と

しての森，全休としての山を兇るように心がけたいものだと思う。そして

昔の山人が，森の中には神様や魔物や鬼や天狗が棲んでいて，むやみに木

を切ると崇りがあると畏怖し，神々を祀って山霊を慰めようとした，あの

素朴な気持が現代にも少しは蘇ってほしいと思う。（了）
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フォレストの20年パイロット ●
、

一造成に伴う環境の変遷一

藤村隆

期待されていた。造林に着手以来20年を経過し

た現在約1万haもの一大カラマツ人工林はすば

らしい成長を示し，すでに間伐期に到達した15

年生以上の林分は,平均樹高10m,平均胸高直径

12cm,ha当たり平均蓄積100m3という旺盛な

成長をみせている。そうして近年は国内だけに限

らず，世界各国からこの優良カラマツ人工林を見

学しようとあらゆる分野の人が訪ねるようになっ

た。このように計画樹立の目的は遺憾なく達せら

れたばかりか寒冷地林業を紹介するうえで大いに

役立っているのである。

ところで，このような劣悪な立地条件の地域に

大規模な造林を実行するのであるから，当然のこ

とながら幾多の障害に直面した。当初の問題は広

大な湿原にどのようにして林道を作設するかとい

うことであった。これにはさまざまな工法が考え

られたが，結局は500mの湿原を渡るのに500m8

の丸太を枠組しその上に丸太を敷き並べたいわゆ

る「浮き橋工法」なるものが成功して着手の第一

歩を踏みだした。浮き橋の作設は1954年11月か

ら1955年2月の期間，湿原の凍結を利用して行

なわれたが，凍結が緩むにつれて沈下したり，降

雨のたびに押し流されたりして何回も補強されて

ようやく完成した（写真参照)。

つぎの問題は樹種選定の問題であった。浮き橋

が作設され，施設，機械器具の搬入が可能とな

パイロット・フォレスト（標茶事業区1～39林

班10,801ha)の地域は，年平均気温5.5｡C,年

降水量1,000mm,9月下旬初霜6月下旬晩霜

土壌凍結深40clnで5月下旬まで凍結，こう並べ

ただけでも日本列島の中で最も厳しい気象条件の

地域ということがわかる。一方，この地域は丘陵

地と広大な湿地帯が複雑に入り乱れていて造林に

着手する前までは，人も車も容易に近づくことが

できなかったうえに，釣人たちのたき火やたばこ

などの失火によって再三再四山火事に見舞われて

未立木地と化し，立地条件のきわめて劣悪な地域

であった。

このような劣悪な立地条件のところに，なぜわ

力武国林業史上前例をみない大規模造林が計画され

ることになったのか，当時の記録と語り伝えられ

ているところから総合判断すると，計画樹立の目

的は，①根釧地域の寒冷地農業経営に林業を導

入した多角経営により，農家を安定させること。

②この地域の寒冷米立木地に森林を造成するこ

とにより，気象の緩和，国土の保全等の機能を最

高度に発揮させること。③拡大造林により生産

力を増大させることの3点にあった。

当時はパイロット･ブォレストに隣接する別海

町にパイロッl、。ファームが造成されつつあり，

未利用のまま長い間放置されてきた数万haの根

釧原野を，緑豊かな農林業地帯に改造することが
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り，ようやく事業の第一歩を踏みかけると’約’

万haという広大なカラマツの一斉人工林を造成

することに対する反対がおこった。当時のカラマ

ツー斉造林に対する批判は強烈で「林業常識を破

る無謀な行為」と毎日のように担当者に抗議があ

ったそうである。当時の計画課長であった辻良四

郎氏の話によると，パイロット･フォレストの地

域では寒冷に強いアカエゾマツを選ぶのが適当で

あったが，アカエゾマツは種子が少ないうえに養

苗期間が長く，毎年1,000haもの新植に必要な誕

苗が不可能であった。そうしてみると残された樹

種は耐寒性が強く，養苗期間の短いカラマツ以外

になかったというのが真相のようである。

第3の問題は労働力の確保であった。何といっ

ても人口密度の極端に少ない地域での大面積造林

であるから労働力の確保には苦労が多かった。こ

れを解決するために大型機械による造林作業と釧

路刑務所の受刑者による造林作業の行なわれたこ

とは，パイロット・フォレストの歴史が語られる

とき必ず話題になることである。

このほか造林が進行するにつれて病虫害，野兎

鼠の害に対する防除対策，山火事の予消防対策な

どの問題が多く発生した力i,造林着手にあたって

の劣悪な立地条件からくる問題点はおおむね以上

の3点であった。

このようにして,パイロット･フォレスト造成後

20年を経て，カラマツ人工林の間伐期をむかえ

た今日，帯広営林局として当面する間伐方法およ

び間伐材の利用販売をめぐっての問題と，最も安

定した森林を造成するための次代樹種の選定なら

びに施業方法をめぐっての問題に対処するため,

昨年局長の諮問機関として「パイロット・フォレ

スト施業対策委員会」を設瞳し，これらについて

の審議を委嘱してきた。審議結果は，第1部パイ

ロット・フォレストの歴史，第2部パイロット・フ

ォレスト造成に伴う環境の変遷，第3部パイロッ

ト・フォレストの施業の3部に分けて答申された

が，審議の重点であった第3部パイロット・フォ

レストの施業については，既にあらゆる機会をと

らえて紹介してきたし，第1部パイロット・フォ

レストの歴史は計画・実行の経緯および上述した

ようなさまざまな問題点を編集したもので,，答申

に基づいて取りまとめをほぼ終了し，近く紹介す

る予定である。

ここでは第2部のパイロット・フォレスト造成

に伴う環境の変遷について，森林造成に伴って特

徴のでてきたもののうち要点のみを紹介すること

にする。なおこの調査は日本林業技術協会に委託

して1974.1975年の両年にわたって実施してい

るものである。

調査項目は，気象，地質，地形，土壌，水資源

かん鍵機能，植生，哺乳動物，鳥類，昆虫類，菌

類，土壌微生物類，水棲動物類，厚岸湖のカキに

与えた影響の'3項目であるが，造林着手当時の

資料が乏しく，森林造成に伴う環境の変化を把握

することができないものが多かった。したがって

この調査は固定標準地を設定して，今後長期間継

続して実施することにより今後の変遷をみていこ

うとするものである。

1）気象

パイロット･フォレスl､の気象は，冒頭で述べ

たように日本列島の中で艇も厳しい条件下におか

れているが’残念なことに既往の観測資料が乏し

く，森林造成による変化を把握するには今後の観

測結果にまつ以外にない。今回の調査による特徴

をみると次のとおりである。

①年1z均気温は5.5｡Cであり，毅高低気温の

較差は大きく，特に冬季は寒冷多照である。

②年降水量は1,000mnl前後で，積雪の最深は

70cmである。



③土壌凍結は40cm前後で，土壌凍結は湿地帯

や北斜面では5月下旬までみられる。

④冬季は北よりの風が強くて,およそ3m/sで

あり，夏季は南よりの風でおよそ2m/sである。

⑤海霧が陸地に侵入する距離は20km程度で

海霧による影響は少ないといえる。

⑥霜害は1969年と19704Fの両年に21林班と

14林班を中心にうっ閉期に達したカラマツ人工

林に発生しているが，パイロッ'、｡フォレス'､と

してばこの霜害は特筆すべきことである。

⑦突発的な気象被害としては'暴風害と雨水害

力ざ予想される。特に間伐の遅れたカラマツ人工林

でこれらの危険度が高い。

なお一般にいわれているような，パイロット・

フォレストの造成によって，土壌凍結期間が短縮

されたとか，海霧の浸入する距離が短縮されたと

かいうことについての裏づけは得られなかった。

2）地質・地形・土壌

パイロット．フォレストの地域は，海成段丘の

一団地でベカンベウシ川に囲まれている。基盤は

第3紀層で，その上に洪積および沖積層が覆い，

土壌母材はほとんど沖積火山灰からなっている。

土壌の変化についてみると次のとおりである。

①カラマツ植栽後20年近くを経過した現時点

で土壌を比較すると，造林によって土域は乾燥の

方向へと変化しつつある。

②広葉樹林を皆伐してカラマツを造林した林

地と，それに隣接して一部残された広葉樹林地の

土壌の変化をみると，カラマツ造林地は最小容気

量および透水速度は減少の傾向がみられる。

③BD型およびBID型土壌は内陸部にむかうに

したがい分布が多くなってきており，ベカンベウ

シ川の下流にむかうほど出現は減少している。BD

型およびBID型土壌の出現する地形は波状丘段地

形の稜線,緩斜地の凸形面,渚せた尾根等である。

④BE型土壌はトライベツ川とベカンベウシ川

の合流地点にのびる台地や低い台地にみられる。

⑤BF型土壌は河畔平担地や摺鉢状凹地形に出

現している。

3）鳥類・哺乳動物類

9

鳥類については5箇所，哺乳動物類については

6箇所のセンサス区を設定して行なわれたが，そ

の結果次のような変化がみられた。

①造林前に比べて造林地域の鳥類数は1959年

当時の14種類から1974年の洲査では22種類に

塒加し，特に森林性鳥類の瑚加が顕著であづた。

②森林鳥類の巾では食虫性の強い鳥類の増加

が目立ち,その中でもヒガラが最も優勢であった。

③草原・瀧木林性鳥類の種類数にはほとんど

変化はみられなかったが，ウズラ・ヒバリのよう

な純草原性鳥類が消滅して，瀧木の疎生する草原

を好むノゴマ，ホホジロ，ベニマシコ等が増加し

てきている。

④カラマツ人工林の中では，うっ閉した生育の

良好な箇所でミカドネズミの増加が目だった。

⑤低湿地では造林前と同様エゾヤチネズミの

優勢状態が保持されていた。

⑥カラマツ人工林の森林形成に伴ってヒグマ，

エゾシカなど大形獣類の増加傾向がみられた。

⑦シマリス，キツネ，ノウサギは人工林造成前

と同様変化はみられなかった。

なお，この調査で特に指摘されていることは，

鳥類の食物内容を調べ，虫害防除における鳥類の

役割の程度を評価する調査研究の必要性と低地や

沢沿地にカラマツ造林の必要のある場合は，耐鼠

性樹種で林床植物を被圧してから造林することに

ついての研究の必要性であった。

4）昆虫類

今回の調査に，これまで継続的に行なわれてき

た調査を加え，カラマツの害虫を中心に総括して

みると次のようになる。

①過去20年間，パイロッl、。フォレストで発

生の確認された害虫は，吸収性のものとしてカラ

マツオオアブラ，食葉性のものとしては，マメコ

ガネ，テングハマキ，カラマツヒメハマキ，穿孔

性ではカラマツミキモグリカ，カラマツヤツバキ

クイ等数種であったが，種数にほとんど変化がみ

られず，被害もきわめて少なく経過してきた。

②害虫の中で最も問題になるのはカラマツヤ

ツバキクイで，1969年，1970年に10年生前後の
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霜害地において発生をみたが，幼齢林分であった

ことと気温が低く発生が年1回で終わったことも

あって,周辺に被害が拡大することなく終息した。

③カラマツヤツバキクイをはじめ食葉性害虫

などカラマツの主要害虫は，20年生前後以上の

壮齢林において発生が顕著であるので，今後の発

生推移，被害予察に十分注意する必要がある。

昆虫の調査では二代目造林樹種としてのトドマ

ツは，気象害と複合した病虫害の多いことと，除

間伐など環境の変化に伴う病虫害の異常発生の危

険性があることを指摘され性目された。

5）菌類

ここでの重要病害は，先柚病と落葉病であると

して次のとおりの指摘がなされた。

①先枯病は1962年に望楼下で最初に発見され

たが，ほとんど被害にいたらなかった。それが今

回の調査では林内随所で見受けられる状態になっ

ているので，消長調査により進行状況を正確に把

握し，保誰対策に万全を期す必要がある。

②落葉病は全林的に発生しているので成長に

及ぼす影響を把握する必要がある。

③若齢造林地に見られるナラタケ病は，林冠

がうっ閉してきたのでほとんど見られなかった。

④落葉上に生えていた菌類は，モリノカリバ

タケ，サクラタケ，クヌギタケ，オオキヌハダト

マヤタケ等で，カラマツと菌根を形成し成長に良

い影響を与えるといわれ，かつ食用にもなるアミ

タケ科の菌類は認められなかった。

⑤林齢が高くなるに伴い，カイメンタケ，トド

マツオオウズラタケ，ハナビラタケ等材質腐朽菌

の発生に注意する必要がある。

6）土壌動物

調査は大型土壌動物をハンドソーテング法で，

中型土壌動物をトルグレン法で抽出し，種類相と

個体数の調査を行なった。

①落葉層の大型土壌動物は，クモ，ヤスデ，ミ

ミズカ堂多かつた。また土壌層ではムカデ，ミミズ

が多くみられた。

②中型土壌動物は，ダニ（主としてササラダ

ニ）トビムシの個体数が多くを占めていた。

7）水櫻動物

ベカンベウシ川の河川環境と魚類相に関する調

査を行なったところ次の結果が得られた。

①15種類の魚が採取されたが,森林造成と種数

との関係において把握はできなかった。

②典型的な低湿地の河川でありながら，石狩川

水系，天塩川水系などの平野部に多いフナ属，コ

イなどの温水性コイ科魚類は見られなかった。

③広い範囲にわたって分布していたのは，サ

ケ科，トゲウオ科の冷水性の魚類であった。

④北海道の代表的渓流魚であるハナカジカは

わずかしか見ることができず，道東諦川の山地渓

流部に多いオシヨロコマは全くみられなかった。

8）厚岸湖のカキに与えた影辮

この調査は，パイロット・フォレストとカキと

の関係でとらえた既往の資料が全くないため，厚

岸湖の漁業関係者との座談会を中心として，厚岸

湖のカキに関連した文献を参考にしつつ計画課に

おいて取りまとめたもので，専門家による総合調

査をまたなければならない。これまでの調査結果

から推測すると次のとおりである。

①ベカンベウシ川の降雨による出水量の著し

い増減は少なくなり，湿地帯に冠水することはほ

とんど見られなくなった。

②融雪期の水量のピークは低下した。

③降雨による真赤な出水はみられなくなった。

④ベカンベウシ川の最も影響を受けているカ

キ烏の2号鳥，3号島，4号島において5年前か

らカキの天然繁殖が良好に行なわれている。

パイロット･フォレストは根釧地域全域からみ

ればきわめて小さな区域であるが，劣悪な立地条

件下の約1万haもの末立木地を約10年という短

期間に，カラマツの一大造林地にかえた事例とし

ては･臓界でも珍しいことであると同時に，森林を

造成したことにより環境が大きく変遷した事例と

しても稀なものであるといわれている。今後も継

続調査を実施し，この地域にふさわしい安定した

健全な森林の造成に当たらなければならない。

（ふじむらたかし.滞広営林局計画課長）
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シイタケ栽培の越質は故死した木材であり，そ

こには種々な腐生菌が着生し，またシイタケ菌を

殺生する菌類も現われる。前者はほだ木内でシイ

タケ菌と場所の占有争いあるいは栄養の争奪を行

ない，ちょうど一般作物栽培における雑草的な働

きをする菌類であり，広葉樹の材質腐朽菌の多く

はほだ木害菌となりうる｡後者は病原菌に相当し，

抗菌性物質を生成するH)"ocy"",刀'ic"0"""zfz

およびその類縁菌が知られている。このような多

種多様な菌類が同一ほだ木内で競合するため，ま

た栽培目的のシイタケも害菌もともに菌類である

ためほだ水害菌の防除は樹木病原菌の防除とは様

相を異にする。現在まだ確立された防除法といえ

るものはなく,今後に待つところが多いが,害菌類

の発生環境と防除に対する考え方を述べてみる。
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ほだ木害菌の発生状況と発生環境

シイタケ栽培における害菌による被害は近年増

加しているといわれるが，全国的・継続的調査が

ないためその実態は不明である。しかし過去数年

間を顧みると各地で害菌類の異常発生がみられて

いる。1969年ごろからシイタケ菌がほだ木表層

部洩くしか典延しない，いわゆる《$うわほだ”が

大径木のほだ木で目立って多くなってきた。この

シイタケ菌糸未璽延部にはc砂加ﾉ0"0"z"〃spp.

およびP""""γα／噌泥j”ﾉ〃が侵入しているこ

とが明らかにされた')。1969年および1973年には

シトネタケおよびニマイガワ閑(Di""esp.)が

大発生し3)，1973年御爵県の一部でオオポタンタ

ケが異常発生した。同年九州地方に乃fc"”〃碗α

雌滝”"泌池が多発し3)，その被害額は20億円と

も30億円ともいわれている。筆者は1969年8月

から1971年2月までの期間に1道10県に存在す

る35]圃場について恥ゆ“γ“属菌による被害の

実態と発生環境について調査する機会を得た。こ

の間に発生を認めたH"o""またはその分生子

時代の乃・"〃””"“屈菌は13種であった。全

調査1m場の83％の292111il場でH"0cI'"菌の1

種またはそれ以上の発生を認めたが，おそらくシ

イタケ栽培剛場には多少の叢はあれ鋤妙0"”ま

たは乃'jc"ode"邦α菌類が発生していると考えて

よいであろう4)。これらHj""ﾉ'“菌類は抗菌性

物質を生成し，シイタケ繭を殺生する力も強く環

境しだいではいつでも大発生する状態にあるとい

ってよいであろう。

つぎにほだ木‘『噂菌の発生珠境について述べる。

ほだ木害菌の子実体形成期とほだ木に感染する時

期には長期間の|職たりがあるcシイタケ栽培では

この間にほだ木を移動することが多く，感染期と

子実体形成時の環境が異なることが多い。雑草的

害菌はシイタケ菌糸が十分蔓延していないほだ木

育成の初年度に感染し，病原的害菌はシイタケ菌

が生育している部分に着生する。

直射陽光を受けて多発する害菌：この仲間は一

般に乾性害繭と呼ばれているが，むしろ直射陽光

によるほだ木温度の_上昇が発生(感染)誘因になっ
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ているとみるべきであり，一般に生育温度の高い

菌類である。その代表はヒイロタケ，アラゲカワ

ラタケ，スェヒロタケおよびクロポタンタケであ

る。クロポタンタケは直射陽光があたらない限り

発生せず，陽光に1日あてただけで発生する。シ

イタケ菌糸の生育部に着生し殺生力が強く被害は

大である4)5)。上記害繭類と同一に扱うことはで

きないが，早春の直射陽光による温度上昇が第一

次感染を誘発していると思われるものにシトネタ

ケ，ニマイガワ菌およびクロコブタケがある。

生木状のほだ木に発生する害菌：原木の乾燥不

露
十分によって発生する害菌でゴムタケおよびダイ

ダイタケがその代表格である。C幼""ん幼o"""1

spp･およびP.I""cDIαはほだ木材中心部の水

抜けの悪いほだ木に多くみられ《《うわほだ”の原

因のひとつとなっている')。感染期の詳細は不明

であるが初年度の早春と思われる。なお､《うわほ

だ”は病原的害菌に侵害されやすい。

多湿条件下で発生しやすい審菌:Hj"o""加一

c妙6asio"esおよびHjac〃α(sensuDinglei),

ネンドタケおよびワサビタケがある。前二者の分

生子時代は五加"”0"Z加で梅雨期またはフェ

ーン現象による融雪時に陰湿な剛場に多発する。

シイタケ菌を殺生する力は強く，発生率は高く3

大害菌のひとつである。初年ほだ木では裸出した

種駒の頭が侵入経路となる。これらは夏季高温乾

燥期には生育およびほだ木侵害を停止する4》・

高温多湿条件下で多発する害菌：梅雨～夏にか

けて通風不良のためむれやすい環境で発生しやす

い菌類で，害菌類のほとんどがこの仲間に入る。

カワラタケ，カイガラタケ，アナタケ，ニクウス

パタケ，コウヤクタケ科，シヮタケ科の菌類，ま

た病原的害菌の瓦α必耽"〃α,オオポタンタケ，

キボタンタケ，五”””および王〃”宮”'“柳

がある。皿""deの一部抗菌力の弱い系統はシ

イタケ菌の未発育部に発生するが，他の病原的害

菌はシイタケ菌糸の蔓延部に着生し，初年ほだ木

における第一次感染は種駒の裸出部である。2年

ほだ木以降ではほだ木損傷部，シイタケ子実体の

採取跡，他の害菌類の衰弱した子実体が感染経路

となる。オオボタンタケ，キポタンタケおよび

顕〃”郡α""郷は特にうわほだに多発する4)5)。

害菌の防除（とくに生態的防除）

ほだ木害菌の防除が樹木病害菌のそれと異なる

点は先に記したように栽培するものも害するもの

もともに菌類であること，宿主選択性の少ない菌

類であること，同時に多種多様な菌類が着生し，

遥択的防除法を取れないこと，またいったんほだ

木内へ侵入すると害菌だけを死滅させることが困

難なこのなどがある。そのため，これらの防除は

予防的手段に頼らざるを得ない。害菌防除に関す

る研究は主として薬剤を用いる方法が検討されて

きたが有効な薬剤は見出されていない。最近マッ

シュルームに用いられているベノミールがほだ木

害菌にも有効であるといわれているが，いまだ試

写真説明1．典型的な“うわほだ”シイタケ菌の生育はほだ木表屑の白色部だけである2．オオポタンタケ

(H;pe""")3.奴〃j"deに侵害されたほだ木



験の域を出ていないし，また自然食品としてその

価値を高めたシイタケに安易に薬剤を用いること

は慎まねばならないであろう。ここでは特に生態

的防除について述べる。

シイタケ菌と害菌の原木内への侵入過程の違い

は害菌防除にとり重要である。シイタケ菌は鋸屑

あるいは木駒に培礎され，旺朧に生育しつつある

状態の菌糸体が直接原木内へ埋め込まれるのに対

し，害菌類の原木またはほだ木内への侵入は次の

3つの場合がある。(i)原木またはほだ木上に落

下した害菌胞子が発芽した後，菌糸が材・内部へ侵

61

入する。(ii)立木時代にすでに侵入している。

(iii)害菌汚染ほだ木および土壌との接触による

感染である。ほだ木表面での胞子の発芽条件とシ

イタケ菌の材内部での生育条件とには大きな違い

があり,害繭防除のうえで最も大切な点であろう。

1．害菌胞子の飛来・発芽およびほだ木侵入の

防止

(1)害菌胞子の飛来：第1次発生源となるⅢ|場

およびその周囲にあって，すでに菌類の着生して

いる枯木，汚染ほだ木を除去し，飛来する害菌胞

子の数を減らすことは害菌防除の第1歩である。

(2)害菌胞子の発芽と湿度：刀fc""gﾉ""zα菌類

の分生子は絶乾コナラ樹皮上で湿度100影の下で

は2日で発芽するが，87％では発芽せず，90％で

は8～10日を要す5)。一般に害菌胞子は高湿条件

下で発芽が良好である。

(3)害菌胞子の発芽と温度：一般に菌類胞子の

13

発芽適温は菌糸の生育適温におおむね一致し，25

~30｡Cに適温を有す菌類が多い。したがって,ほ

だ木害菌胞子の発芽は冬季低温期にはすこぶる悪

い。またこの期間は飛来する胞子の数も少ない。

(4)ほだ木表面における菌糸の生育と温湿度：

r"c"ode""α菌類の菌糸は低含水ほだ木(17~

19％,湿量基準）上では高湿条件（湿度100％）下

であっても生育できない。高含水ほだ木（42～65

影）上であっても低湿条件（75％）で風をともな

う場合は生育できず，高含水ほだ木(42～65％)，

高湿条件(100％)下でないと生育できない6)。ほ

だ木害菌の多くは25～30｡Cで速やかに生育する。

以上のようにほだ木（または原木）表面におけ

る害菌胞子の発芽，菌糸発育にはほだ木（原木）

表面の湿度が高く，気温もある程度高いことが必

要である。圃場の湿度が低くてもほだ木（原木）

に水分が多ければ，その蒸発によってほだ木（原

木）表面の気中湿度は高くなる。11月伐採のクヌ

ギの含水率が平衡状態に達すまでにl堂l然状態で約

90日を要している6)。このことは伐採後90日間

は原木からの水分蒸発により，原木表面は高湿状

態が持続し，害菌胞子の発芽に好適な条件が生ま

れやすいことを意味する。しかし湿度条件が満た

されても気温が低ければ胞子は発芽できない。し

たがって，原木は冬季低温期に十分乾燥させてお

くことが害菌防除のうえで最も大切である。

2．ほだ木内に侵入した害菌の活動抑制

(1)材内害菌のほだ木侵害と湿度：材内に侵入し

写真説明4．種駒に感染した圧力""6"io""の子座5.種駒に感染した鉱〃"域"""〃6.種駒から

感染した乃ﾂC"odCγ"zα菌による侵害D=シイタケ菌の死滅した部位,L-,生きている部位

、
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を良くすることはもちろんであるが，汚染ほだ木

の隔離が確実な方法である。土域との接触部から

の感染もある。一般に腐植屑の多い場所で多い。

流れほだ、廃ほだのかけらが土壌中に混入するこ

とにより助長される。排水を良くすることが最も

必要な処置であるが，著しい場合には表臓土の除

去も必要となる。なお伏込み場の連年使用はさけ

るべきである。

た害菌も外気湿度の影響を受ける。シイタケ菌の

蔓延したほだ木内の刀'ic"0(ieﾉ'岬α菌類は湿度

75％（微風を伴う）下でシイタケ菌糸侵害を停止

し，湿度100影(雌風)の高湿下では侵害面積を拡

大する急)。

(2)材内害菌の生育と温度：ほだ木害菌の多く

は25～30｡Cにおいて最も良好な生育をなし，シ

イタケ菌の生育適温よりも高い。シイタケ菌糸体

と害菌菌糸体の接触部における

拮抗反応は温度により異なり，

高淵下でシイタケ菌は侵害を受

けやすい7)O

以上により梅雨～夏の高温期

の、場の通風・排水を良くし，

洞湿度の上昇を防ぐことが害菌

の活動を抑えるうえで重要であ

る。このことはこの時期に感染

し易い害菌類の胞子発芽を防ぐ

うえからも大切である。

3．立木時代に侵入している

害菌に対する対策

立木に侵入する菌類の代表は

樹木病原菌であるが伐倒後も生

き残ってシイタケ菌の生育に影

響するものがあるかどうかは不

ほだ木害菌の生育温度

生育温度

適淵最低最商
名 壁

一
和 〃

仁」

(雑草的害菌）

ヒイロタケ

ァラゲカヮラタケ

スエヒロタケ

アラゲニクハリタケ

カイガラタケ

シヮタケ

キンイロアナタケ

カヮラタケ

ニクウスバタケ

ダイダイタケ

キウロコタケ

ワサビタケ

ネンドタケ

ゴムタケ

Ｃ
Ｏ
５
５
４
０
０
Ｏ
０

ｏ
４
３
３
３
３
３
３
３

一
一
一
一
一
”
ぬ
罪
罪
調
妬
お
お
》

５
４
８
２
５
５

３
３
２
３
２
２
２
ク
ー

Ｃ
５
５
２
℃
０
８
６
４
５
８
５
５
１
１
６

．
４
４
４
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｚ
０
０
０
８
０
０
４
８
０
５
０
０
０

１
１
１
１

１
１

１

１
１
１

r》嘩加"esco"""

Coﾉ'jol"s〃〃S""S

Sc"た”胸'"z"〃”"""""c

"e""21'i"2"〃γ伽is

L"zz"es69雌""a

Mなﾉ郡"zfs""ze"0s"s

Po)'j"s"6"i"

Co7'"I"s〃〃．sico〃ｿ・

aﾉ'io"sco"s"･s

恥0"0跡s郵釘'〃z〃c"s

S＃”α"〃〃ﾉ･sI』""〃

恥ﾉ2c""ss""c"s

P〃e〃""sg"""s

B"Igw･i""9"”α"s

明である。立木の死節には種々な腐生菌が着生

し，伐倒後材組織あるいは細胞の死滅につれて生

育し伝播することも多々ある。立枯れの多い林の

樹木を用いることは避けるべきである。しかし死

節の無い木も少なく，そこに着生している菌類の

生育を阻止する処世も必要である。菌類の生育不

適な低温期に原木を乾燥させること，死節のまわ

りにシイタケ種菌を植え込んで害菌に対抗させる

ことも一法である。

4．接触感染の防止

長期の仮伏せ，通風不良な環境でのほだ木の接

触による伝播が目立つ。なかでもアナタケ，カワ

タケ類，圧ﾉαc#"(sensuDoi)および盃“ｿ'‐

z""""zの接触感染による伝擬は顕著である。こ

れの防止としては仮伏せを短期的で終え，風通し

以上ほだ木筈菌防除法の概要を述べ，特に原木

の冬季乾燥を強調した。原木が乾燥する場合，原

木表層部のみ乾燥し，材中心部の水抜けの悪いこ

とがある。このような原木を用いると‘《うわほだ”

となりやすく，うわほだは病原的害菌の侵害をま

ねく。原木乾燥では材中心部の水を抜くことが大

切で，そのためには原木は落葉前に伐採し，枝

葉のついたままで胤然に乾かすのがよい。伐採

後，長期間晴天が続くと原木の表臘部だけが乾き

芯の水はかえって抜けないといわれる。また原木

の樹幹部に直接陽光をあてると同様の現象が起き

やすい，ことに3．4月の陽光の直射はシI､ネタ

ケ，ニマイガワ菌およびクロコブタケの一次感染

を促すことにもなり危険である。なお原木は玉切

ると乾燥しにくくなるから，冬季に材中心部の水
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を十分抜いた上で玉切るようにする。 るs》。なお九州地方でも特に激害を受けた環境条

件は上記のほかに，標高が400m以上の多雨な地

域：保水力に篇んだ黒色土地帯，通風不良な地形

もしくは通風不良をまねく伏込みや管理等であ

る。防除対策としては「原木は紅葉初期に伐採

し’材中心部の水が十分抜けてから玉切ること，

排水・通瓜ともに良好な場所に伏込むこと，特に

夏山地で発達するIII谷風の通る山腹の傾斜地を利

おわりに

1974年の九州地方における害菌による激害が

原木の乾燥し過ぎによりシイタケ菌糸の生長が悪

く，かつ大径木樹皮部に亀裂力:生じ，この亀裂か

ら各種害菌類が侵入したことが原因としている1句

きもあるが，もし原木の過乾燥によるものであれ

用し，周lmIの下草を刈り払い，

箪木はほだ木に直射陽光があた

らず雨透り風通りのよいかけか

たをし，通風の良い環境を保

ち，気温，湿度の上昇を防ぐこ

と」が重要である。

以上はたんに九州地方だけの

問題ではなく，その対策として

あげたことがらは，シイタケ栽

培における原則である。近年害

菌による被害が拡大の傾|句にあ

るのは，これら原則に合致しな

い栽培、たとえば原木伐採適期

の無視，生木植菌の提唱、作業

能率中心の圃場の設定などが広

がりつつあることによるもので

あろう。いま一度栽培の原点に

｢－麗一青~源一厩

適温|股低最IIM
25～3010-35

2510－35

255－30

刑1 名 学 嵩
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ニマイガワ菌(仮称）

シトネクケ

鋤物"yjO"α"""/"”"z

D/"""c妙．

DiαかW)esf妙"a

(病原的害菌）

クロポタンタケ

オオポタンタケ

キポタンタケ

"jW"""""恥姥〃
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’

注)Hyﾒ'0"･“の分生子時代名を()に記した。

立ち戻り原則を蹄まえた栽培が望まれる。

（ありたいくお・日本きのこセンター菌箪研究所）

ば，その被害は乾燥し易い小径木において大であ

ってよいのではなかろうか。実際の被害ほだ木は

大径木に多く，被害を受けたほだ木の多くはシイ

タケ菌がほだ木表層部だけに生長した"うわほだ”

であり，材中心部では生材状を呈し，中心部の水

抜けの悪かったことを示している。さらにシイタ

ケ菌の死滅は接種された種駒から始っており，亀

裂部からではない。九州地方は1973年11月～'74

年1月にかけ異常乾燥が続いており，原木中心部

の水抜けが悪くうわほだになっていたうえに，7

月の降雨が例年になく多く,ZWc"od〃〃α菌類

の感染を受けやすい状態にあった。被害は弧

〃""9,H"cM)"sioides等による場合もある

が，その多くは弧〃"'z""""zによることが菌

箪研究所小松光雄博士により明らかにされてい

主な引用文献

1）小松光雄：ほだ木材内のシイタケ菌糸体に対する

拮抗菌I,菌鮒研報,8:1,1970

2）大平郁男：シトネタケとシイタケの競合について

菌箪研報，11：42，1974

3）小松光雄：九州地方においてシイタケほだ木に激

害を与えているトリコデルマ菌について，菌箪21

(2)：2，1975

4）有田郁夫:シイタケほだ木害菌としての鋤妙“γ“

属菌I,菌蝋研報,9:36,1971

5）小松光雄：木材をおかす'胴菌類の拮抗菌としての

T"c肋aeﾉ･"”〃か/de,X,菌箪研報7:27,1969

6）温水竹則・安藤正武：しいたけの育種および原木

用材と生産壁,70pp.（日林協出版),1971

7）音成正則・有田郁夫：シイタケおよびナメコとほ

だ木害菌の拮抗現象，菌箪，18(3)：42，1972
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1l1振動機械使用における
作業面からの対策

1．はじめに

農山村の過疎化による労伽不足を柿うために，林業の

合理化，機械化が進められなければならないときに当た

り，手持ち機械であるチェーンソーの振動による障害が

問題となり，機械化の発展に歯]kめをかけるようになっ

てしまった。この問題は発現してから約十年にもなる

が,その間に何もしていなかったわけではなく，多くの研

究者がそれぞれ鞘力的に活動してきたのが現状である。

2．対策の成果について

振動障害についてその対策を考えると，医学，機械工

学，人間工学の面が考えられる。まづ医学面について見

ると，農薬などにおいては動物実験が容易なため，その

解決は早いが，チェーンソー作業のように人間一機械系

の問題については動物実験ができないために，まず障害

発生のメカニズムが把握しがたいため，それにともなう

ところの治療・予防対策などが遅れるのは当然であろ

う。そこで，少しでも多くのそろった資料を得るため

に，診断基準の作製から始まり，症例を集めることから

手掛けてきた，最近になって治縦についてもその糸口が

つかめたようである。

一方，機械工学面においては，機械的に振動を遮断す

ることによって人体へ機械の振動が伝わらないように考

え，多くの防振装悩が開発され，現在のチェーンソーで

はほとんどが防振装腫つきとなっている。チェーンソー

全体としての改良が遮れたがロータリーエンジンによる

チェーンソーが開発され，また作業工程とのかねあいで

土場における玉切装置の開発が進められ，両者は実用試

験の段階に入っている。

3．人間工学面の対策

人間工学面から見ると作業者とチェーンソーとのかか

辻隆道6卵
わりあいにおいて伐木・玉切．枝払いができるのであ

る。両者のかかわりあいから披勤を少なくするにはどう

すればよいかを考慮することである。チェーンソーの振

動と人体との関係については

1）振動のエネルギーが大きいほど影聯が大きい。

2）振動数が非常に多い場合と,非常に少ない場合には，

その影響が少ない（われわれの振動感覚は300cps程

度までは，それ以上では人体の力学的粘性によって減

衰がはなはだしく，振動の伝達性が衰えると考えられ

る。また振幅においては脾単位(1/1000mm)では皮

膚に吸収されてしまうと考えられている)。

3）振動数・振幅・機械の愈さなどが影響する。

4）振動機械の使用時間・期間が影響する（現狂では2

時間規制が行なわれている)。

5）振動擬械の使用者の技術，すなわち機械の振動を少

なく受けながら，また機械の砿さなどをうまく利用し

て，安全かつ効果的に仕事をすることの上手．下手が

相当に影響する。また機械の手入れ，盤州の良否も影

響する

6）機械の振動が人体に伝わるまでの間の緩衝方法。

＜チェーンソーについて＞

チェーンソーの振動はエンジンの燃発によっておこる

ものと犠械的幟造が共振して発生する振動一たとえば

バーの長さが異なると短いものよりは長いほうが振動が

大きいなどよい例である－(図・1)，チェーンソーで切

断するときにはカッターの一つ一つが材を切削するため

に発生する振動(図・2)，などがハンドル部とグリップ部

から人体に振動が伝わってくるが，これを遮断するため

に防振装置の組み込みが考えられるのである。しかし防

振装置付きにおいてもハンドル，グリップにおいてはそ

の振動が異なる点(図・3)，防振装避の取り付け方法を考
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デブス鰍の標準偏麓

図・4デプス量の標準偏差と振動との関係

くチェーンソーと作業員について＞

チェーンソーによる伐木造材作業の特徴として作業者

がチェーンソーを持って歩かなければならない。そのた

めにもチェーンソーの重量が問題となる。振動について

も重いチェーンソーより軽いほうが少なく(図・5)，また

われわれの調査では日本人の体格・体力に合ったものと

して8.3kgが許容できる重量であり,それよりも軽けれ

ば良いといえる。軽いチェーンソーを使用したほうが疲

労も少なく能率も向上している結果も出ている(表・1)。

作業員の使用しているチェーンソーが体格・体力に合

っているかどうかを現場で判断する目安としては，作業

終了時に作業員のズボンの汚れを見れば分る。すなわ

ち，チェーンソーの重いのを使っていれば作業中の疲労

が蓄積されて作業終了前には両腕で支えて鋸断すること

が困難となり，大腿部の上にチェーンソーをのせて切る

動作が多くなり，油でズボンが汚れてしまう。

重量物を持って作業することを考えると作業点が問題

となる。作業点を腰・膝・足・足下46cnlと変えた玉切

中の身体各部の動き，および姿勢を比べてみると，作業

W
■

y●

■

魁

4慨

:(函）
－9h－6

… ：
4

31．5631祷揚O即l伽2⑪、⑪08“0

図･2軸方向で測定した振動の強さにおける

ソーチェーンの影響無負荷4200rpm

AソーチェーンをつけてBソーチェーンなし

瞳しなければならない｡

機械的構造の共振による振動の増加については毎日の

点検整備により，ある程度防止できるし，バーはなるべ

く短いものを使用することが振動が少なくて済む，バー

の長さを決める目安としては伐採対象林分の平均胸高直

径の80％が適正なバー長となる。それでもソーチェー

ンの振動は発生するが，これも目立によって振動は非常

に異なり，各カッターのヤスリをかけるところがすべて

そろっているほど，振動は少なく，揃・不揃によって振

動は約2倍異なってくる（図・4）のでソーチェーンの自

立が大切であるし，能率にも影響してくる。
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ことによって手に伝わ為振動も少なく，また枝払いが歩

行作業であり，なお重麓物の運搬もかねているので労働

負担も少なくて済むようになる。

、

’
’
’
十
。
～

､

、
〔

●●14kg

◎一一一一一一．7.7kg
0．003

0002

＜作業方法について＞

現在のところ，チェーンソーの使用時間は1日2時間

に規制されている。この時間内においてより効果的に能

率をあげるには伐木造材作業の中で25～60％を占める

枝払時間を少なくして他の鋸断作業に向けるべきであろ

う。

スウェーデンの調査において振動障害の少ない一つの

理由として「チェーンソーで枝払いするのは斧で枝払い

するときに比べて,36cmの木で70%,24cmの木で85

％の時間ですむが,小さい木では,チェーンソーによる時

間の節約はほとんどわずかにすぎないから，チェーンソ

ーを使って枝払いするときは，たんに斧で枝払いすると

きよりも，1日に3倍長くチェーンソーを使うというこ

とだけで，時間の節約にはならない」また「斧・手鋸の

使用が長いと，チェーンソーを使ったあとが，体をあた
ため血液循環をよくする。チェーンソーを使うのは本当

に経済的なときだけ使う」これは技能的に上の人に多

く，それがために振動障害も少ないと述べている。

ヌギの枝払いについてわれわれの調査を述べる。伐倒

木を元口から4mごとに区分し，その区分内に着生して

いる枝の鋸断径と鋸断時間を測定し，その区分長内の数

値をみると,胸高直径階級別に両者の関係は図・7である。

胸高直径40cm以下であればチ柔一ンソーでも斧でも鋸

断時間にはあまり差がない傾向を示している。このこと

L

0.001

5710223457103

淵波数cps

図.5チェーンソーの重量差による振動

（玉切鋸断中の前ハンドル部）

点が膝の高さにあるときが人間工学的にはいちばんよい

姿勢といえる(図・6)。

枝払いにおいては短時間で枝を切り，チェーンソーを

持ち歩く時間が多くなり，なおかつ堅い枝，細い枝に当

たればバーは跳ねたり，切れ味が悪く，切断時の振動も

大きくなるので，作業者はどうしてもハンドルを強く握

ることになる。これを防ぐにはチェーンソーを樹幹に乗

せて少しでも軽くして両手はチェーンソーを保持・誘導

するだけで枝払いができるスウェーデン方式を採用する

表･1チェンソー小型化の効果

経験年数’21年｜’‘年
使用ﾁｪーﾝｿー重量|''kg16.6kg
3カ月平均造材戯’
3カ月平均収得賃金’

419．1nl8

61,859円

316|．5nl3
一

50,861円
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はいえない。振動を受ける時間からみればかえって少な

くなるものといえる。

なお2時間規制の中にはチェーンソーの一連続作業時

間についても規制しているが，振動にさらされる時間か

ら考えると一連続運転時間が短く運転回数も少なく，運

転の間に入る非運転時間（手作業など）が長いほど良い

といえる，このことをチェーンソーと斧による枝払いの

場合についてみると（表・3),1回あたりの平均値で，運

転時間の長さはチェーンソーでも斧でも同じだが，非運

転時間は斧のほうが長くなっており，振動にさらされて

いる面からも斧のほうが少なくなり望ましい。

表･3巡転時間と非運転時間の比絞
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●チェーンソー

o斧
150

ノ0
ノ

ノ

ノ

０

０

０

５

１

Ⅸ
分
災
内
枝
払
吟
間
（
紗
）

Oノ
ノ

図
・
７
区
分
長
内
の
鋸
断
径
合
計
と
枝
払
時
間

一

ｆ
Ａ
〆
ｏ
Ｊ
ｆ
Ｏ
Ｊ

－
●

Ｏ
ノ
ｊ
ｐ
●
・
》
ｇ

◎
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
少

篝
。

●
◎

０

ｍ
●
動

鍵

ト

ー

●●

一一一一一一
⑧

●

運転時間

1分55秒

1．11

非運転時間

3分14秒ﾁｪー ﾝｿー ｜ヒバ‘分55秒3分"；
による枝払い｜スギ↓113.』‘
斧によるヒバ1．496．56

伎払‘、スギⅢ141z23

I

50100

1X介催|ﾉ､1枝払鋸断掻(cm)

斧
枝は能率にたいした差がないということで無理してチェー

ンソーによる枝払いでは振動を受けるために損である。

このことから，各区分の枝の鋸断径が70cm以下，

40cm以下に入る区分を求めると表.2となり，胸高直径

が20～39cmまでは全部,40～59cmまではほぼ50%,

60～79cmまでは1/4の枝払いがチェーンソーから斧

へ切りかえるべきであり，これによって枝払いによるチ

ェーンソーの使用時間が短縮され，その時間が伐倒・玉

切に振り向けられるため能率は確保されるといえる。労

働負担の而から見ると勤務時間内の消費カロリーは斧に

よる枝払いで2,090カロリー，チェーンソーによる枝払

いで1,936カロリーで，その差154カロリーだけ斧によ

る作業では多く消費しているが，作業時間内の平均エネ

ルギー代謝率と消磯カロリーとの関係から労働負担をみ

ると，一般産業の労伽密度とほぼ同じで，斧による枝払

いは労働負担がチェーンソーによる枝払いより大きいと

23

4．おわりに

人間一機械系においては機械を使用している人が人間

と機械のかかわりあいについて，自からの体験から会得

する点が多い。本人の探究的な態度がその解決を早める

であろう。その探究を養うのには国有林野で開発され

た，伐木造材，チェーンソー整備および目立作業のシュ

ミレーターによるシステム訓練を受けることは非常に効

果があろう。また監督の立場にある人々においては作業

員の行動・作業方法の観察を通してよりよい解決が可能

であることを忘れてはならない。

（つじたかみち・林試機械化部作業第一研究室長）

擬"鰯驍駕‘藤林
業
ノ
ー
ト

林
業
手
帳
一

表･2斧による枝払に移行できる時間割合（スギ）

移行できる時間

時間|比率
定
価
四
○
○
円
（
〒
共
）

口
最
新
の
各
種
林
業
統
計
・
資

料
、
関
係
機
関
所
在
地
等
林

業
人
に
必
要
な
技
術
資
料
・

情
報
多
数
収
録

口
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
林
業
手

帳
は
無
償
で
配
布
い
た
し
ま

す
。

定
価
二
二
○
円
（
〒
共
）

胸高直径階
(cm)

移行できる区分
玉番号(4m長）

46秒

708

843

1224

311

254

訓
瓠
罰
訓
訓
訓

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

９
９
９
９
９
９

２
３
４
５
６
７

一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０

２
３
４
５
６
７

０
０
８
０
５
５

０
０
６
５
２
２

１
１

Ⅷ一
Ⅶ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅷ



2(）

必お留守で，明朝帰宅の予定という。

ところが，このo氏の奥さんが，優しく美しい顔に似

合わず気丈な方。困った顔ひとつ見せず，どうぞどうぞ

と迎え入れてくださったのである。いかに無遠慮な私と

ても，篤路するところはあったはずなのだが。

青田に鳴き通す蛙の声に包まれて熟睡し，明くれば8

月3日，駅まで奥様の見送りを戴いたが，ちょうど，こ

こで上り下りの交換だから，主人が帰って来て会えるか

も知れないといわれる。まさしく，その通りになって，

O氏は奥隙からバトンタッチし，再び上りの車中の人と

なり，たしか，糸魚川あたりまで見送ってくださった。

あの奥様なのだから,O氏はもちろん気風のいい快男

子。ウィスキーのカップを空け合いながら，小1時間，

大いに北陸の植物分布を論じ合った。

当時の大糸線はまだ蒸気機関車が走っていたから，途

中，長野県にはいるあたりから連続する，長短のトンネ

ルには，正真正銘息づまる思いだった。だから，大町駅

に降りた私の顔は煤け，旅のあとがありありと読み取れ

たことだろう。菅江真澄の旅は，もっと余裕があるとい

うのか，予定に縛られず，大変羨ましいと思うのだが，

彼はなぜか大町は1泊だけで，翌17日には東方へ峠を

越えて犀川流域に出ている。

さて，私の記悩に残る大町の第一印象も，うだるよう

な縣気を吹き飛ばすかと思われた，その活気である。こ

れは多分に夏山の客でゴッタ返していたためかも知れな

いが，挨拶にお寄りした営林署内も活気に満ちていた。

＊ ＊＊＊

今や，立山・黒部アルペンルートの玄関口としてにぎ

わう大町だが，それ以前からも，針ノ木峠から黒部峡谷

へ，また鹿島槍から五龍岳への起点であった。

－鹿島槍は私の大好きな山である。高い所に立って

北アルプス述嶺が見えてくると，まず私の眼の探すの

は，双耳峰を持ったこの山である。北槍と南槍の両峰
かし

がキッとせり上っていて，その二つをつなぐ，やや傾

いだ吊尾根，その品のいい美しさは見倦きることがな

いo一

と，『日本百名山.!(昭和39年)に深田久弥氏は述べて
1．や

いるが，私はこの翌々日，8月5日には大町の北の居谷
り

里湿原から残雪をちりばめた鹿島槍(2,890m)の端正

な姿を，あかず眺めたことだった。

「岳人には悪人はいない」という崇高な言葉に挑戦し

た，松木溝張氏の『避難』（昭和33年）は，この美しい

鹿鳥槍周辺を恰好の舞台としている。
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信濃国の束間の郡（塩尻市）に1年余を過ごした漂泊

の民俗学徒，菅江翼澄は天明4年（1784年）6月末，よ

うやく重い腰を上げて，奥州を目指した。彼の旅日記で
<めじI臭し

ある『来目路の橘』によれば，あちこち見物しながら，

松本から高瀬川沿いに北上し，大町に宿ったのが7月

16日のことである。

－大町といふ処につきたり。とみうど多く，にぎは

掻しき里なり。伊藤なにがしが家にとまる。やのしり

に，仁科なにがしのかみの城あとあり。･"”…門ごと

に，まつ火たいて，又，市中をいとはやうながるる小

河あるに，わらをおほ束につかれて火をかけて，これ

を，ながし火とてながすやあり。こは，水におぼれて

身まかる人の，むかしにても，いまにてもあれば，そ

のたままつるとて，としごとにすといふ。－

ちょうどお盆の精雛送りの日であったから，このよう

な送り火も焚かれ，また，夜通し，盆踊りの歌声がどよ

めいていた。

私が大町の駅頭に立ったのは，昭和34年8月3日で

あった。東京を発ったのは1週間ほど前。まず，美濃白

鳥から蛭ケ野高原を越えて，庄川を下り，合掌作りの秘

境，越中桂にはいった。ついで黒部の谷に転じ，宇奈月

温泉で財布の底が見え，8月2日の夕刻は，ままよと入

善町のo氏の宅を訪れた。

事前に連絡をしてあるわけでなし，富山県へ足を踏み

入れたのは全く始めてなのだから，我ながら心許ない仕

儀だった。O氏は窟山県東部の植物を永年研究されてお

り，何回か文通はしていたが，当時は一面識もなかった

と記憶する。しかも，生憎とその日は東京に行かれたた

齢 鯰 と



－－早朝の大町の駅前にバスを待っているのは登山者

ばかりで，女性も多かった。すでに秋めいた冷たい空

気が，この盆地の町におりていた。女性の身につけて

いる赤い色が暖かさを思わせたくらいだ。－
おおつぺた

大町から鹿島川沿いにバスで約111*間北上し，大冷沢

の入口である大谷原に着いた3人のパーティー｡

－江田氏が出発を告げた。岩瀬君が黙って岩の上か
蕊なつがもみ

ら戻ってきた。ふたたび，撫栂，樅の林の中を歩い
みち

た。川は径から離れ，崖の下から音だけがしていた。

そしてそこを歩いているのは，われわれ三人だけであ

った。．．…．やがて，突然といった感じで渓谷が割れ，

空がひろがった。川がすぐそこを流れ，吊橋がかかっ

ていた。川の正面はv字形の山峡となり，その間に南

槍と北械の東尾根とが高く出ていた。､.､単洲で，苦

しい通勤を要する歩行がまた始まった。どこまで鐙っ

ても，樹林はいつ切れるともなくつづいていた。それ

でも少しずつ変化が現われた。樅が減って，栂が多く

なり，樹の背が低くなった。－

高橋秀男・中村武久・平林国男3氏の労作『白馬．後

立山連峰とその東方山麓のフロラ』(1969年)によれば，

モミもツガもこの地域ではきわめてまれにしかなく，モ

ミは大糸線の東側に当たる美麻村にのみあり，ツガのほ

うは大糸線以西では，大町市の西南部，商瀬川入の葛温

泉付近にあるだけで，しかも森林を形成しないとある。

今，3人のパーティーの進む大冷沢沿いの山道は海抜

1,500m前後をたどっている。まずまず，ブナはよいと

しても，ツガとモミはなかろうからそれらはコメツガと

ウラジロモミであると判読すればよいわけである。

松本氏はしばしば地図を眺めるだけで，その地方の風

物を頭に画き，筆の進みに載せられるということだが，

実在の山を舞台として，微妙な犯罪トリックを考え出そ

うというのだから，この『遭難』の執筆に際しては，も

ちろん現地へ行かれている。松本氏はあとがきに「私は
ほ猶か

遭難を北ァの鹿島槍に取った。最初，穂高という話もあ

ったが，井上端氏の『氷壁』が出て評判になったときで

もあり，それを避けた。ところで，私は登山を一度もし

たことがない。そこで，登山家のベテランに集まっても

らって話を聞いたりした。そして鹿島槍は何度か踏破し

たという登山家の案内で，初めて鹿島槍に登筆した。幸

いなことに，鹿島槍の頂上には，霧が巻くともっとも迷

いやすい道があった｡」と書かれている。

だから，大冷沢からの登りで，「樅が減って，栂が多

くなり」とあるのも，ウラジロモミの上限が近ずく一
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方，地形が急峻になってコメツガが主林木となったこと

を，忠実に記録されたものと考えられる。

翌朝7時に冷小屋を出発した3人は，その日，五竜小

屋まで行く予定だったが）天候が悪変し，八峰キレッI、

の手前から引き返すことになる。

－ガスの密度は淡くなり,右の信州側の絶壁も,左の

黒部の渓谷に落ちこむ岩壁も完全に閉じこめられた。
さと

名にし負う北壁からカクネ里につづく足もとの急激な

落下が，視界から遮閉されていることで，よけいに断

崖の上を行く商所の想像を私に起こさせた。－

3人は北楠から吊尾根を南槍まで引き返した。ここま

では良かったのである。

－間遠いなくここは南槍の頂上だった。「もう一息

だ。煙草を喫みたいが，それもできないし，ひどい目

にあった」江田氏は雨にたたかれている頬に苦笑を浮

かべた。「登りがしばらく続いたから，少し足ならし

をしよう」江田氏にしたがって，足踏みのようにわれ

われはその平地を二三回歩きまわった。－

この足ならしこそがIMI物だった。方向の観念が，霧の

中だからすっかり狂わされてしまったのである。

－その道を来たとおりにわれわれは戻っていた。道

の幅といい，傾斜といい，いちいち覚えがあった。ガ
はl唾つ

し場というほどでもないが，破片岩と這松の尾根で，

今度は左が大冷沢の巨大な岩壁のはずであった。むろ

ん，白いガスがその急激な谷を隠していた。－

かくして，南槍の頂上から，黒部の谷へ張り出す枝尾

根へ，導かれた岩瀬が避難することになり，江田の復響

が成立するのである。

＊ ＊＊＊

かって一行10名ばかりで，上越の平標山(1984m)

へ，土樽から仙ノ倉谷を経て，平標新道を登ったことが

ある。一足お先にlli頂を通過して平標小屋に着いた私

は，女性を含む後続の連中がなかなか現われないので，

再び山頂までとって返した。しばらく友の安否を気づか

いながら，狭霧の流れる山頂に佇んでいると，三国街道

側へ張り出した尾根から，一行が無事引き返して来た。

リーダーもしっかりしていたのに，ちょっとしたこと

で，迷い込んでしまったらしい。とにかく山頂からの下

りは，よくよく方位を誤まり易いものである。だから

『遭難』における南槍山頂の足ならしは，不必要なトリ

ックであろう。さらにあのような際に足ならしというの

は，かえって不肖然ではなかろうか。

（くらたさとる．東京大学農学部教授）
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割仲間川と測査地域の山々

12月7日｡いよいよ今日は西表島に上陸する日だ。
石垣港からポンポン船に乗り込んだ。竹富島を過ぎた

ころより雲に捜われた西表島が見えてくる。予想して

いたよりも随分山が嶮しそうだ．それにしても一年を

通しての平均湿度が80％というだけあって’ほかの

島が晴れ渡っているにもかかわらず’西表島だけは今

にも雨が降ってきそうだ。石垣港から西表島大原港ま

では約2時間の船旅。時々船底が珊瑚礁をこする音で

肝をひやすことを除いては至極快適な船旅だった。冬

だというのに汗ばむほどの陽気，澄みきった青空,帯

状に色が変化していく美しい海。大原港ははたして港

といえるかどうか判らないほどに小さく貧弱な港だっ

たが，それでも，この島の東部地域に住む人にとって

は，全生活物資が運びこまれるこの港は大切なものに

違いない。私たちが乗った大原丸はまるで女王のよう

に胸をそびやかし’村人たちの見守る中をゆっくりと

接岸した。

には深い井戸が掘ってあった。牛の餌世場兼用の風呂

場雨の日には行き着く前にビショ濡れになってしま

う便所が別棟になっていた。白瓦の屋根と石垣を周囲

にめぐらし，パパイヤ，バナナの木には実がたわわに

ぶらさがっているさまは典型的な沖純風の建物といえ

た。この家で私と妻の二人は暮すことになったが，住

み始めた数日はネズミの熱狂的な運動会とナキヤモリ

の奇妙な笑い声に悩まされた。二人で住むには少々広

過ぎ,昼間でも薄暗いこの豪は何とも不気味だったが，

時が経つにつれこの家での生活も楽しいものになって

いった。庭のガジュマロの木にはその実を食べるため

オオコウモリがよく飛来した。月夜に大きな羽音をた

てて家の周囲を飛び回るオオコウモリを見るのも楽し

みのひとつだった。

餌場のﾁｪｯｸと糞探しの調査が毎日続く｡,2月，
1月の2カ月間シトシト梅雨のように降り続く雨の中

をテクテク歩いてヤマネコの糞を探した。初めて炎を

見つけた時は本当に嬉しかった。何とも表現のしよう

のないヤマネコの炎の強烈な匂いに弊がひん曲がりそ

うになりながらもあかずに眺めたものだった。

1月15日，8カ所の餌場のうち最も原生林近くにあ

る餌場の近くでヤマネコを目撃することができた。熱

帯低気圧の接近で前夜から雨が激しく，この日も午前

中は雨が降り続いていたがこの餌場にチェックに向か

うころになると雨はやみ陽が差し始めた。餌場のチェ

ックを終えジープまで戻ってきた時前方の路上を横切

っているネコらしきものを見つけた。ゆっくりとした

島に着いた翌日から村の空家を借りて住むことにな
づた。家賃は月6千円。暫らく人が住んでいなかった

らしく，草は伸び放題，雨戸は穴だらけ，畳はなかば

腐りかけていてこんなところに本当に住めるのかと疑

ったほどだが，1日がかりで掃除をし夜になって電灯

をつけてみるとどうやら人の住いらしくなった。ネズ

ミが天井裏をところ狭しと駆け回っているが，近所の

ネコは一向に関心を示さない。どうやらこの島でもネ

コはネズミなど食べなくても悠々生きていけるらし

い。前庭にはガジュマロが長い気根をたらし，その下
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足取りで近くの崖をよじのぼった後，こち

らを振り返って凝っと私を眺め始めた。慌

てて双眼鏡を取り上げ焦点を合わせてみる

と確かにヤマネコだった。恐れもせず悠然

と立止っている。美しい。原生林をバック

に悠々と周囲を見渡している姿は，ライオ

ン，ピューマ，トラ，チーター等と親類で

あることに何の疑いも抱かせない。ヤマネ

コはもちろん夜光性の生き物である。採餌

はほとんどが夜間におこなわれるはずなの

に，こんな真昼間ノコノコと人前に姿を現

わすとは。ヤマネコももちろん驚いただろ

うが，それ以上に驚いたのは私のほうだ。

多分このヤマネコは昨夜来の暴風雨のた

~ノ〃』,？E則し姪_LIこ奴6V，ノーレ6斗イムuJい、ノノー◎ わが家の庭で餌付用のニワトリを料理しているところ。

多分このヤマネコは昨夜来の暴風雨のた後方は風呂場，トイレなど

め，満足な餌を得ることができなくて腹をすかし歩き樹洞の中にあるヤマネコの糞を2個見つけた。みるか

回っていたのだろう。数分後にヤマネコは私の前かららに住み心地の良さそうな樹洞である。数年前営林署

姿を消したが,この偶然の素晴しい出来事は私を有頂の人が伐採中に見つけたヤマネコの子供もこんな樹洞

点にさせた。今までヤマネコの排泄物ばかりでついぞの中にいたとのことだ。幹の中程にはオオタニワタリ

本体にはお目にかかったことが無かったのだから然理がみずみずしい葉をたらしている。昼なお暗い原生林

もない。の中の大きな樫の木の樹洞の中で出産するヤマネコ。

産声をあげて生まれてくるヤマネコの赤ん坊。そんな

村人に｢ﾔﾏﾈｺを調査しに来童した｣と話すと返ことをとりとめも意く空想していた。
ってくる答えは決まっている。「オオヤマネコを見ま1日中歩き回った収漉は樹洞の中で見付けた2個の

したか。この島には2種類のヤマネコがいて，オオヤ 茨だけだった。

マネコは台湾本島のウンピョウくらいでかいやつで

西表島にはｲﾉｼｼが沢山いる｡本土のｲﾉｼｼよす｡」と真剣な顔で尋ねてくる。数人の村人は数年前

にもその姿を見たといい，このオオヤマネコの実在をりも小さいが味は良く食料用として毎年数千頭のイノ

信じて疑わない。こんな狭い島（西表島は周囲の離れシシが捕盤されている。捕独方法としては木の弾力を

小島を含めても総面積約300km2しかない｡）にそん利用する跳ね罠が一般的であり，イノシシの通り道に

な大型のヤマネコがイリオモテヤマネコと共存してい，人が数百の罠をかけるという。この跳ね罠は近年に

るとはとても信じられない話だが，そうかといってイなって台湾から伝えられたものらしいが，この罠にヤ

リオモテヤマネコがこの島に棲息していることを発見マネコも時々かかるようだ。絶滅寸前にあるイリオモ

される前は誰もが予想だにしなかった。そこである日テヤマネコがこうした罠にかかって死んでいくのは悲

1人の村人と共に数人の村人がオオヤマネコを見たとしいことだ。ヤマネコばかりではない。現在多くいる

いう山中に行ってみることにした。この島で最も高いイノシシもこの様な乱灌が続けば数年のうちに絶滅し

山でも海抜500m足らずだから山自体は低いが，地形てしまうだろう。一度失った動物は二度と私たちの手

の入りくんでいること’また植物がおい茂っているこには戻ってはこない。この美しい自然，動植物にとつ

とのため山歩きは想像以上に困難だ｡鉈を使って蕊やてのパラダイスを人間の一時的な欲望で破壊したくは

小枝を払いながら進んでいくわけだが，哲らく歩くとないものだ。＜続＞

アダンやその他の鰊のある植物のため体中傷だらけに（ちゃばたてつお・環境庁イリオモテヤマネコ澗迩員）

なってしまう。目的の山の頂上付近で大きな樫の木の
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-＋熱帯アジア素描

食べ物の

はなし

小林喜伴

今まで,ずっと山奥の事ばかり瞥いてきたので,ここら

でちょっと一服することにして，東南アジアの食べ物に

ついて書くことにしました。錐者は戦前，戦中，戦後に

わたって通算すると20年間以上南方にいましたので，

色々なものを食べる機会に恵まれました。彼らの食べて

いるものを一緒に食べることがどんなに親睦と相互理解

に役立つかを身をもって経験した一人であるかも知れま

せん。あるいは，日本民族よりも長い生活の経験を持っ

ているであろう彼らの，その土地々々における食生活に

倣うことが，健康を保つ般良の手段であると教えられて

いたこともありましたが。

南方諸島には至るところに中国系大陸人が大昔から渡

っていますので，文明の臭いのする所では，料理は大な

り小なりその影辮を受けています｡フィリピンではその

うえにスペイン風，アメリカ風が甑合していたり，スマ

トラでは濃いマレー風に伍してインド風や遠くのアラブ

風が重なり，ジャワやスンダ列島方面にはオーランダ風が

混ざるなど様々です。しかし，唯ひとつ共通しているこ

とば’生のものは原則としてそれがどんなに新鮮であっ

ても食べないことです。生卵も食べませんし，自然のま

まのきれいな水も飲みません。

フィリピンでば椰子の実の水は飲みますが，スマトラ

のバタック族はマラリヤになると言って飲みません。熟

すればその実からコプラとして食汕がとれるのに，未熟

のうちに落としてしまうのはもったいないという戒めか

らでしょうか。彼らは喉が渇いて我慢できないような時

には，顔を河面に近づけて右の手のひらでばしゃばしや

と河水を大きく開けた口にかけます。決して，両手です

くっては飲みません。山奥でも，澄んだ溜り水は口にし

ません。土砂で濁っていても，それがむくむくと湧き返

るようになって流れていれば，口を湿し，汲んで帰って

から沸して飲みます。この水のほうが，強い太陽光線で

殺菌されているからでしょう。それに，水のきれいな地

域にはマラリヤ病の仲介をするハマダラ蚊が生核してい

ますが，濁った水には楼みつかない事実などもこんな習

慣を生んだ原因かも知れません。

熱帯地方では，生活がすべて水に直結しています,。田

舎では朝起きるとまず川へマンデー(水浴)に下りて行き

ます。暑い季節など，汗ばんだ体を水につかるか，頭か

ら水を被るのは大変いい気持ちのもので，日に2～3回

はかかせません。水浴をしながらすべての作業を維え，

持ってきた乾いた着物に着換えます。男も女もサロンと

言う便利な腰巻を上手に使って，胸から下を現わさずに

実に見事に着替えをします。日本でもこの間まで女性の

間に一般に用いられていた腰巻とか湯文字とかいうあの

布の役割は，3割ぐらいが南方民族の血が混っていると

言われる日本民族の一部の祖先が持ち込んできたもので

しょうか。水浴は日中，日がカンカン照りつけている時

にはあまりやりません。朝早くまだ薄暗い頃や夕方が一

般的なようですcイスラム教では女性は男性の愛を受け

入れた翌朝は必ず髪は洗わなければならないと聞きまし

た。

左手は不浄であるとして，東南アジアではタブーとな

っていることは周知のとおりで，他人に物を渡したり，

受け取ったりする時に決して使ってはならないことは，

彼の地を訪れる人たちに特に留意していただきたいこと

です。左手が不浄として罷り通っている間はトイレット

ペーパーエ業は成り立たないだろうことは理の当然とし

ても，あの辛い唐辛子（たかのつめ）をふんだんに食べ

ている彼等の間に痔疾の話が出てこないのは，水と共に

生きている偉大な生活の智恵かと感心させられます。
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スカルノ前大統領時代に、ジャカルタ市内を流れる堀

割が濁っていて汚ないからと，口本からのK特使が清浄

化援助を申出たという話を聞いたことがありますが，万

がいち澄んだ水と澱き換えられたら，直接の被害者は住

民の半数であったでありましょうし，あとの半数からは

楽しみにしていたものが奪われたと文句が出たであろう

と言ったら叱られましょうか。

食べ物の話のつもりが，とんだ所にまで迷い込んでし

まいましたが，筋道へ戻りましょう。

米

フィリピンでは，戦前は北半分は主食が米で，南半分

はトウモロコシでしたが，戦争を境にして全国に米が行

きわたったようです。ルソン脇の平野部に作られる水稲

は見事なものですが，毎年のように台風に襲われるのは

日本と|司じく迩命的なもので，まことに気の毒な還境に

あります。この島の北部山岳地帯には，イゴロッ1､とい

う原住民が住んでいて，彼らが受継いできた岩塊を積重

た階段式水田は，世界の七不思議の1つだとも言われて

ねいるくらいの驚くべき規模のもので，その広大さもさ

ることながら，灌職土木技術の糖巧さには目を見張らせ

るものがあります。もちろん米作だけでは不足なので，

サツマイモも作っています。赤ん坊の頭ほどの大きさに

までなる赤紫黄などのきれいな色をしたオイランイモと

でもいう腫類でしょうか。平野部では米のほかにサツマ

イモやカモテンカホイ（後述）を植えて足りないところ

を補っています。

スマトラやジャワの民族は大昔から大陸からの影響を

受けていたと言われますが，水稲耕作には立派な技術を

持っていて，日本米とほとんど変わらない米を作ってい

ます。飯は釜で炊きますが，時には伽(こしき)で蒸すこ

ともあります。陸稲の中には紫黒色の餅米があり，白い

餅米と混ぜて炊いたこわめしの上に，椰子の白い生胚乳

を細かく削ったものや，それを紗りあげた金茶色の振り

掛けを添えると，見た目も味も日本の赤飯にそっくりで

す。日本では節米をも兼ねて蒲也用に赤小豆を使ったも

のでしょうか。綜（ちまき）もあります。バナナの葉で

包んだり，椰子の若莱を編んだ小さな篭に詰めたりして

作りますが，椰子の生の胚乳を削ったものから搾った汁

に漬けて蒸した，ちまきは甘く南方の香りがあります。

冷たくなったものは蒸し直したり焼いて食べることは日

本と同じです。

ミンダナオ島に住む原住民の中には，ラタン嬢）の

蔓の両端にちまきを括り付けて中央部を強火で焼いて蒸

雌
花

パノfイア

雄
花

気を噴き出させ，蒸す方法があると聞きました。ついで

ですが，ラタン（マレー語ではロタン）や木の塾が豊富

な山林を調査する際には水筒を必要としません。ラタン

の2cm径ぐらいのものが6mもあればコップ－杯ぐら

いの水が飲あるからです。

ボルネオ島でイパン族の山地焼畑稲作を見たことがあ

ります。まことに原始的なものでその自然さに打たれま

した。伐木人夫として働いている中年の父親を頭とする

一家で，妻女のほかに娘2人と息子1人の5人家族のも

のでした。伐採跡地の傾斜面を50m四方ぐらいに開墾

して，晴天続きが終わりを告げる頃に火を入れ，黒焦に

なって残っている幹や枝はそのまま，別に地籾しもせず

棒で跡をつけたところに籾を世いて足で土をかけてゆき

ます。2カ月ぐらいたって稲が満々と穂を出し始める頃

になると，畑の見通しのいい商い場所に簡単な日よけを

した見張り台のような小屋を3カ所にこしらえ，そこへ

何処からか手頃な大きさのおや木片を運び上げました。

何日かたって，天気のいい日に行ってみて雛きまし

た。雀より小さな，雌鳥より幾分大きい赤褐色の小鳥が

群をなして飛び回っている['1で，大声でll'l･びながら小石

を投げつけている母親，一つの小屋に投げるものがなく

なると別の4厘に移って行きますが，その間，子供たち

は稲の間を馳け回りながら投げつけるものを拾い集めて

います。なんという光景でしょうか。太陽が照っている

間小鳥が来襲している間は稲が実るまで，この争いは続

けられたことでしょう。筆者はこの日，話しかけるのを

遠慮してそのまま帰ってきました。

（こばやしよしとも．MOFDECO技術室長）

さし絵・著者
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林業用苗木のポット育苗

に関する研究

興国園芸吉崎徹磨

林経協月報No.167

1975年8月P.34～43

ポット苗についての認識が薄く，

ポット苗を十分に使いこなしていな

いとして，軽いポットで大きく立派

な苗の育成をめざして行なってきた

同社の直営農場・グリーンファー

ム・トヨヒラでの試験結果の概要報

告である。

まず，ヒノキ苗を用いて，培獲土

と生育の関係，植付時の稚苗の大小

と生育の関係，施肥と生育関係，に

ついてそれぞれ試験を行なったが，

試験材料および方法，試験結果につ

いて図表を入れて分析している。

ポット育苗において良苗を生産す

るには培養土の種類，施肥，水管狸

の関連において十分配戯する必要が

あるが，ポット苗の軽量化を考えて

育成培養土はマサ土30％，ピートモ

ス20～30％，モミガラ40～50%混

用が適当であること，ポット用稚苗

は大苗の方が良苗の得苗率が高いこ

と，追肥については1ポット当たり

化学肥料0.5g程度を2週間に1回

位施用すること,などをあげている。

小径木の製材法一北海

道におけるカラマツ製材

の現状と問題点

道林産試北沢暢夫

木材工業No.340

1975年7月P.2～5

エゾ，トドの天然林材が漸減し，

代わって戦後多逓に植栽されたカラ

マツが伐期を迎えつつある折柄，そ

の有利な製材方法を確立することが

急務であるとして，カラマツの製材

について製材工程（挽材）の実情を

述べ，それらに関する技術上の問題

点を考察したものである。

現在まで道内において採用されて

きた製材方法ならびにその特徴を紹

介し，ついでカラマツ材を製材する

にあたって，技術間から見た問題点

として剥皮，丸のこの仕上げ技術，

のこ惚先への切り屑付着，製材機種

などについて述べている。とくに，

製材機種選定時における留意すべき

点として，挽材能率，設備鍵寸度

安定について述べている。

わが国で取り扱われる木材原料の

60％以上が外材依存という現状に

かんがみ，今まさに成長過程に到達

しつつあるカラマツ材利用問題の方

途は，斯界を挙げて緊急に打開しな

ければならないとしている。

腰痛とその対策

国立林試辻隆道

林材安全No.317

1975年7月P.11～15

1鰐前に対する理解を深めたいとし

て，その対策について解説的に述べ

たものである。

腰痛はなぜ起きるかについての基

礎的知識を述べ，ついで林業従事者

の瞬耐の実態，一般的な対策につい

て解説している。

職種別に腰痛を訴える者は，伐木

造材手32.1影，集運材手30.6％，

儀械運転手23.1％これらの職種に

高く（群大・辻氏調べ)，その一般

的対策として，重量物の取扱い限

界，重量物の持歩行作業，乗用作業

機の座席等について留意すべき点を

述べ，さらに人間工学的な検討か

ら，刈払擬使用時の傾斜時に対する

体姿勢，チエンソー作業における作

業位置と姿勢との関係，トラクター

の操縦装置と座席との関係，座面の

体圧分布，について図で詳しく説明

している。

壮齢林肥培

県林試桑原武男

ひろしまの林業No.294

1975年9月P.8～9

最近になって，世界的に木材資源

不足により量的施業が見直されてき

たとして，量を増やすひとつの方法

として壮齢林肥培試験の結果を述べ

たものである。

一般に生育がやや悪い林地で，間

伐と組み合わせて施肥すれば効果は

大きく，ヒノキ林の試験結果（吉田

町）では施肥後10年の材積成長量

が46～66％増加したという。無節

材をつくるには枝打ちを泌要とする

が，施肥によって枝打ち後の巻き込

みを早める効果があり，したがって，

施肥の時期は除間伐や枝打ちを組み

合わせて行なうことがよく，また主

伐前の施肥は主伐7～8年前がよい

としている。施肥の方法としては，
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窒素を多めに含んだ蝿合肥料か，配

合肥料と窒素単肥を交互に施すのが

よく，施肥量はha当たり窒素100

kg,燐酸50IE,加里50kgを2～3

回を目安として，かつばらまきで十

分だとしている。

樹下植栽の試み－非皆

伐施業の計画と実行

下呂営林署山嶋喜－

みどり27～7

1975年7月P.29～32

非皆伐施業の伐採，更新，保育に

いたる技術体系の確立をめざして，

ヒノキ人工林(1.27ha,小川長洞

国有林）について樹下植栽を試みた

ものである。

この人工林は，林齢82年,ha当

たり2,545本植えで成長良好な林分

であるが，これに対して本数率で

71％，材積率で61影という高い択

伐を施行し（49年冬山)，樹下にス

ギ1,500本，ヒノキ3,000本を方形

植えした（50年3月）ものである。

収稚の予想として,伐期齢はスギ40

年，ヒノキ50年であるのでヒノキ

の伐期には上木は130年をこすこと

となり，約400熊の収職になると

している。

この施業によれば，理境保全など

公益的機能も保持でき，かつヒノキ

の大径木が生産されるなどの利点も

あるが，伐採集材の際残存木に損倒

を与える怖れもあり，また風倒の怖

れもあるなど問題点もあるが，近く

の民有林でこうした二段林施業が成

功している例もあるとして期待をか

けている。

バイオリズムカレンダー

と災害要因摘出票使用に

よる災害防止

宇和島営林署山内克洋

高知林友No.583

1975年8月P.23～29

人間は，「感情のリズム」「知性

のリズム」「身体のリズム」と，3

つのリズムに乗って生きており，こ

の3つのリズムのかみ合いが毎日各

人のコンディションを造り出し，そ

の人の行動を好調にしたり，低調に

している。この毎日の変化の状態を

図表にしたものがバイオリズムカレ

ンダーである。

昭和47年8月から実施している

が（目黒製品事業所)，好結果を得

ているとして,バイオリズムの見方，

その成果を述べたものである。

まず前日に各人のバイオリズムを

調べておき，翌日朝礼のときに当日

要注意日になっている人に注意を与

えるという方法をとっているが，災

害の未然防止に大いに役立っている

という。

また，48年12月からl-災害要因

摘出票」をつくり，現場に伽えつけ

て気幡に記入できるようにしている

が，（災害原因，予想される災害，

防止対策等)，これも事故を未然に

防ぐうえで大いに役立っているとし

ている。

単線循環式軽架線一直

線化への試み

長野県林指三村典彦

長野林友No.3

1975年7月P.4～9

年々多くなる人工林の間伐作業に

おける，材の搬出方法のひとつとし

て単線循環式集材方式が多く採用さ

れるようになったが，これは林内に

ジグザグに索張する方式が基調とな

っているので，樹齢の低い林分，カ

ラマツのような浅根性の林分につい
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ては不都合な面がでてくるとして，

県林業指導所ではN･R滑車を開発

して，直線的な区間でも集材ができ

るようにしたものである。

このN・R滑車は，溝底から浮き

上がろうとする循環索を両側に備え

た小滑車で押え込めば索の浮き上が

り脱索は防止できるという発想から

作ったもので，これを取付けて直線

区間を構成し，折返しの部分は従来

の片持式滑車でまとめたものであ

る。

手持振動計に記録したチ

エンソーの振動波形によ

る視覚教育の試み

千頭営林署田畑紘一

スリーエムマガジンNo.174

1975年9月P,12～18

レイノー対策はいろいろ進められ

ているが，正しい目立てや整備がそ

の基本のひとつであるとして，現場

でも手軽に使える手持振動計を使用

し，チエンソーの振動波形を実際に

作業員が見ることによって，目立て

や整備の良否を視覚から理解しよう

という試みである。

測定器具機材としては，手持振動

計（型式ACV,明石製作所),iI

メラ，ストップウォッチ,ノギス，ス

ケール，チエンソー等で，以下測定

の方法，調査の結果について，図表

を入れて詳しく説明している。

○柳谷新一ほか：ブナ林の上木伐

採方法とブナ種子の飛散の関係

日本林学会誌57－7

1975年7月P.231～234

○金沢啓三：単線循環式屈曲索道

におけるスリップの問題

山林No.1095

1975年8月P.34～38
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昭和50年4月，首相の諮問機関

である農政審議会は「昭和60年度

を目標とする農産物需給の長期見通

し」を答申し，政府もこれを閣議決

定し菫した。これは1972年＝＝

に発生した世界的異常気象に

よる農産物の不作と穀物市場

の逼迫，あるいは，石油危機一

以来のインフレ傾向といった内外の

諸情勢の変化の中，新しい視点から

わが国の食糧需給を展望し，この展

望の上に立って食紐の安定供給のた

油の施策を総合的に展開せよという

強い要請を受けて検討されたもので

す。その結果については，たとえば

60年度見通しで総合農産物のfi給

率は75％となり，昭和47年度より

も2影の増となることについてはす

でに御承知のことと思います。わず

か2％の増といっても贈加する需要

を吸収したうえでの増ということで

すから，相当の自給率向上となりま

す。

粗飼料生産対

%,(5)中核的農林鶏
担い手の育成

確保対策，(6)価格対策，(7)輸入安定

一化と備蓄対策，⑧漁業経営安

定対策の8項目からなってい

ます。

=＝このうち，中心となるもの

は米対策，輸入安定化と備蓄対策で

しょう。つまり，食糧を十分に確保

するには，まず，国内生産の増大を

図って自給率を向上させ，さらに輸

入体制の安定化を図り，あわせて，

備蓄も実施するということです。

まず，主食の米対策については，

現在実施されている稲作転換対策は

今年度をもって終了しますが，米が

依然として過剰基調にあることか

ら，これに替わるものとして水田総

合利用対策を51年度から3カ年間

にわたって実施しようとするもので

総合食糧政策
それはともかく，こうした見通し

を踏まえて，股林省は先ごろ「総合

食綴政策」を発表しました。これ

は，わが国の食職，座業政策を抜本

的に見直し，検討を加えたもので，

先に記したように世界的な食極の需

給が逼迫する現状に鑑み，わが国農

業の自給力を大幅に向l息させようと

するものです。

発表された政策は，(1)股業雄盤幡

附の促進,12)米対策,(3)麦対策,(4)

表･1人工造林面稜の推移 (ha)

I縦織鵜灘譲藤鍵驚蕊溌蕊

’ 225I850200F146

31，43930，141

194，411170，005

64，24568，576

15，85315，568

48』39253，008
9－

人工造林面積の推移

再造林，拡大造林別に人工造林面

積の推移をみると，再造林について

は，昭和35年度から45年度の10年

間に単年度造林量が半減するという

落ち込みをみせたが，その後はほぼ

横ばいの状況にある。これはわが国

の人工造林地が終戦後急速に造成さ

れたものであるところから幼齢林分

が多く，伐採可能な林分が減少した

ことが大きな要因となっている。拡

大造林については35年度からの10

年間は29万ha前後の一定した水準

を保っていたが，最近になって減少

傾向が目立つようになった。この要

因としては，造林対象地の奥地化，

88，401
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表･2施行主体別民有林拡大造林面積の推移(ha,%)
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す。さらに変動の大きい穀物の情勢

から米の備蓄髄も職増しされること

になります。

ついで，輸入の安定化と備蓄対策

ということですが，輸入依存度の高

い腱産物，つまり大豆や飼料穀物な

ど自給の難しい品目については，そ

の安定化を図るため国の指導，助成

等だけでなく，長期輸入契約につい

ては金融，税制上等特に優遇処置が

とられることになります。その為の

法律が次の通常国会に提出される予

定です。また，大豆，飼料作物を対

象とした民間の備蓄も義務づけられ

る等備蓄体制が強調されています。

農林省は，これらの政策を推進す

るために，予算的な裏付け，税制の

改正に着手し，関係法令の改正につ

いては次の国会に提出する方針とい

うことです。

前生樹の販売難およびこれらと関連

しての林道や籏金不足，さらには労

働力不足等が考えられる。

また,民有林，国有林別にみると，

国有林にくらべて，民有林の減少が

際立っており，35年度以降は36年

度を除いて一貫して減少してきてい

る。

さらに民有林の拡大造林につい

て，施行主体別にみると，私営造林

の後退が大きく，48年度にはピー

ク時（36年度）の58％の水準にま

で減少し，柵成比でも79％から66

％となった。これに対して分収造林

を主体とした公営造林の占めるウエ

イトは大きくなってきており，とく

に都道府県の造林公社による拡大造

林の伸びが目立っている。
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三
＝ ＝

三日中平和友好条約の締結交渉せん。中国は過去に多くの外国三
三

三は，「覇権」条項を盛り込むかの支配に苦しめられた経験をも三
三

三どうかで両国政府の主張が対立っており，現在も対米･対ソ・言
＝ ＝

冒し,現在交渉は中断されていま対周辺諸国との複雑な力関係に三
三 二

言す（8月15p現在)。神経をとがらせているだけに，三
言 ＝

皇珊権とは何か，ひところ野球このような政治宣言に固執して三・
＝星 ＝

三大会などで似勝することを「覇いるものと考えられます。
＝

三権をにぎる」という表現をしたいつぽう日本側は,三木首相三
三 ＝

霊鰯熟謡豐覇｡言噸に…よう'…這国とも仲よくするのが外交の基三

二が登場したのはこれが初めての本方針であり，いたずらに第三三
＝ ＝

皇ように思います。国を刺激したりシコリを残すよ臺

喜も,とも中国で臆,新憲法にうな条項を条文鯛記することを曼
冒「超大国の覇権主義に反対しなためらっています｡極端な説で三
弓＝

言ければならない｣とりj記されては,中国側の主張は目下険悪な薑
二目

言いますし，「第三世界は植民主関係にあるソ連けん制が最大の三

雲鱒鮒雛権憲脇蝋鱸灌
冒文言がよく使われています。とを防ごうとしているのではな三
＝

言もともと珊権という言葉は出いか，「珊権｣条項は解釈のい三
三 三

三典が不明で，学者によっては日かんではわが国の海外経済活動三
三

三本の造語が中国へ逆輸入されたにまで制約を加えられることに三
層

昌のではないかという人もありまなりかねないとして反対してい臺
目＝ 三

冒す｡意味については，中国側のる向もあります。三

;鵜鱗灘鎖灘籠
三 ＝
三であり，超大岡の覇権反対ととりいれられており，米中両国三
三 三

三は，米国・ソ巡の活動を拘束すの共同声|ﾘI(47")でも「ヘゲミ
＝ 三

三る形で使われているといいまモニー」（公文の日本語訳では三
三 三

三す。支配力）という言葉で取り入れ三
三 三

三日中平和友好条約のなかに，られています。三三
＝ ＝

言アジア・太平洋地域における日この問題でせっかく好腫の途三
三 三

三中両国または鋪三国による「覇をたどりつつある[]中関係がま三
三 三

三権追求」に反対するいわゆるた冷却するのは好ましいことで三
: 三三

1三「覇権条項｣を盛り込むことをなく，弾力的折衝を望む声も少三

竺編f』
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最近，植物のことを「緑」と呼

ぶことが多くなった。緑化という

言葉も定着して，誰も緑色のペン

キで家や道路を塗ることだとは思

わない。なぜ緑は植物の代名詞な

のか。単純にして明快な答は，

「植物は緑の葉を持つから」であ

る。

その意味で，葉は植物の普段着

であり，千差万別の葉の形や葉脈

の棋様は，植物の普段の顔であ

る。したがって，植物とくに樹木

を判別しようとするとき，誰でも

まず葉を見る。なるほど，美しい

花をつけてひときわ目立つ時，そ

の樹種はわかりやすいし，その名

前もおぼえやすい。またなかに

は，花が咲かないと種名を決めら

れない場合もある。しかしなが

ら，花は晴れ着姿であって，いつ

も美しく装っていてくれるわけで

はない。

葉を手がかりとしてその樹種名

を知る，素人や半素人にとって，

もっとも簡単なこの方法に対し，

いままでのいわゆる「植物図鑑」

ははなはだ不便であった。その多

くは，いわゆる分類学上の根拠に

もとづいて植物が配列されてお

り,｢学術的」ではあるが故に素人

には使いにくいものである。

この点，今回出版された「図

説・広葉樹の見分け方」は，葉の

形だけで樹種名が検索できる便利

な書物である。この書物には，わ

が国に野生，半野生で見られる広

葉樹のうち，393種が収録され，

それらの標準的な葉の図版と簡単

な説明がついているが，常緑・落

葉，高木・低木・つる性の組み合

わせによって大きく6つに分瀕

し，それぞれ単葉・複葉・葉縁の

形などによって検索できるよう樹

謹鐡識
…:坤唾…

竹内 亮著

図
説
・
広
葉
樹
の
見
分
け
方

ｌ
葉
形
の
見
か
け
に
よ
る
Ｉ

アカ

マツ

アカマツの横断面である。写真の大半

を占めているほぼ四角形の模様は，主

な櫛成要素である仮道管の横断面であ

る。写真の中央右側に配列を乱して，

大きな細胞でもあるようにみえる部分

がある。この部分に樹脂道（軸方向細

胞間道）がある。元来樹脂道というの

はエピセリウム細胞（樹脂細胞ではな

いことに注意：スギを参照のこと）と

呼ばれる細胞によって囲まれてできた

空隙である。辺材部ではエピセリウム

細胞はレンズ形をしており，その中に

はっきりと空隙が認められるのである

が，心材になると，この写真のように

膨らんだ細胞（チロソイドと呼ぶ）が

この空隙の中につまってしまう。これ

の周囲に，仮道管とは形が違い，しか

も壁の薄い細胞があるが，アカマツの

場合エピセリウム細胞は皆このように

薄壁である。

（×200）

（林試須藤彰司氏提供）
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種が配列されていることが

特徴である。

このため，科・属といっ

た分類形式にとらわれず，

素人が手っ取り早く樹種を

見い出すのに便利である。

図版はすべて著者の手に

よっている。長年にわたる

観察とスケッチの集大成と

もいえる図版は，それぞれ

葉の特徴がよくとらえら

れ，またとくに特徴的な点

や判別の根拠となる要所を

拡大して図示するなど親切

な描き方がされていて，写

真とは迷った温かさを感じ

させてくれる。

この書物によって，詳細

な分獺学的な検討を行なう

ことは無理である。もとも

とそんなことを狙った書物

ではないし，むしろそんな

ことができない点が本書の

特徴なのである。種名だけ

を，頻雑な手続きを省い

て，手っ取り早く見つけ出

すこと，これが本書の身上

なのである。

ただ，日本原産種に限っ

た意図はわかるとしても，

著者もはしがきでふれてい

るように，環境緑化対応も

ひとつのねらいだとすれ

ば，すでにわが国に定着し

て広く用いられている樹

種，たとえばニセアカシ

ア，ムクゲ，キョウチクト

ウ，スズカケといったもの

も含めてほしかったような

気がしないでもない。

（林減只木良也）
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《r三7毒]】
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将来の広葉樹資源

先日，機会があって飛騨の商Ij.1を訪れ

た。都会の生活に慨れた私には色々と面

白いことがあったが，ﾘﾚでも飛騨の里に

:一室をかまえた「いちい一刀彫り」の刀

匠の腕の確かさとその木目を生かした造

‘形品の素直な美しさには感じいった。そ

こで商売気を出し，連れの案内の人に木

工工芸品の原木の確保はどうなるのでし

1ようかと聞いたところ，『やはり段々 と
‘質の良い木が少なくなってきていて，将

来は「外材一・刀彫り」になるかもしれま

せんね』などといっていた。

確かに将来のことを考えた場合，これ

から15年間ぐらいで日本の山は植えら

れるところは植えつくし，それから先

は，天然林とくに天然生広葉樹の生産量

は極めて少なくなると瀞えられる。つま

り，将来の日本の森林は人工林6割，天

‘然林4割の割合で推移すると考えられて

いるが，天然林が4削あっても，そのう

↓ちの多くは自然公閲，保安林等の規制が

かかづていると考えられ，したがって広

葉樹材は主として北海道の天然林施業に

，よる出材しか期待できないであろう。

そうなった場合の問題としては2つの

ことが考えられる。ひとつは，飛騨でみ

られるような工芸品の原木や高級家具材

としての良質な広葉樹材の供給確保をど

うするかという問題。ふたつには，チッ

‘プ・パルプ用材の確保の問題であろう。

前者については，需要趣はそう大きく

はないと思われるが，将来とも必要な需

要量を的確に予測し，それに見合った供

給の確保について今から考えておく必要；

があろう。

後者については，現在チップ・パルプ

用材の自給率は約4割であるが，将来は，

低位利用の広葉樹資源がなくなることに！

より，チップ・パルプ用材はすべて海外｜

に依存せざるをえないであろう（若干は

間伐材に期待できるが)。しかも紙需要I

は将来とも確実に増大するであろうかi

ら，相当鐙を海外に依存せざるをえない

であろう。

そのため，海外に活路を見いだすべ

く，パルプ業界等は着々とその体制を整‘

えており，また，国際協力事業団が設立’

され，開発途上国の費源造成に関して国

としても技術的，資金的援助を行なうな

どの協力がなされている。こういったこ

とから，将来のチップ・パルプ用材の安

定的確保については何とかできるかもし

れないが，いずれにしても相当の努力が

必要とされよう。

要するに,将来は大勢として,幽内で｜
は，針葉樹人工林による建築用材生産がi

主体となり，広蕊樹はほとんど海外に求

める体制ができあがることになろう。

ただ，海外の資源造成協力に関してい

えば，現在，開発途上国においてわが国

の協力で造林されている樹種はパルプ用’

樹種が多い。これらは自然的条件や相手

国の要請に沿ったものであると想像され．

るが，これが，自国の広莱樹盗源確保の‘

面が強く出すぎるとまた種々の問題が起I

きるであろう。(N)':

この柵は綱災委良が担当しています｜’
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で，列状間伐の問題点，列状間伐試

験，事業の実例，列状間伐類似行為

の事例解折，列状間伐実行にあたっ

ての留意すべき点などがまとめられ

ている。

万地方におけるボタン材発生の原因

解明とその対応する技術開発の方向

などについての澗査分析を京都大学

森田学，堤利夫助教授らに依頼し，

その結果について発表会を開催した

際の発表の記録をまとめたものであ

る。

その内容はボタン材とボタン材問

題，ボタンの発生状況とその分類，

枝打ちとポタンー“型のポタンー，

その他のボタン，ボタンができるし

くみ，主として物理的，機械的性質

からみたぼたん材の品質について，

久万町におけるボタン材の価格問題

などである。

昭和49年度林業試験場九州

支場年報（第17号）から

航空施肥後1年間の渓流の

水質変化

川添強，吉本衛

航空施肥の場合は渓流中に肥料が

落ちるため，その区域内の渓流水の

各成分溌度は一時的に高くなるが極

端な高溌度にならず短期間に低下

し，2カ月後にはすべての成分が施

肥前の淡度となりその後は施肥の影

響は明らかでなかった。

トウホクノウサギの生態と

防除に関する研究

大津正英

山形県林業試験場研究報告

第5号，昭和49年12月

この報告は，3章からなり鋪1章

では，トウホクノウサギの被害につ

いて，被害の型，被害の分布，被害

発生の季節，被害と生息密度，アカ

マツ被害木の成長，スギ被害木の成

長，キリの樹齢と被害などを，また

第2章においては，ノウサギの生態

面から，食性，営巣，繁殖，妊娠期

間と生後の成長，毛色変化とその要

因，日長調節と繁殖などをそれぞれ

明らかにしている。第3章では，以

上の研究に関連して，スギの品種と

ノウサギの摂食戯，スギの誕苗ll寺に

おける肥料とノウサギの摂食愚，キ

リに対する噌好性，忌避剤によるノ

ウサギ被害の防除，ノウサギの捕漉

数と被害発生，ノウサギの天敵，わ

が国のノウサギ被害防除法，ノウサ

ギの被害防除に対する私見等生態的

防除の観点から防除法を明らかにし

ている。

スギの溝腐病に対する九州産精

英樹クローンの耐病性

橋本平一，堂園安生，清原友也

鈴木和夫

九州産スギ縞英樹クローンの中に

は満腐病に対する耐病性にかなり差

異がみられる。また同一クローン間

では成長がよい場所で罹病度が高

い。

サンブスギ育林標準技術体系

(育苗，育林，病虫気象害）

千葉県農林技術会議昭50年3月

本書は，県，市町村･の行政，指導

機関，諜林組合の技術員等の技術担

当者を対象にこれらの人が現地に即

応した技術体系を作成する場合のよ

りどころとして作成されたもので標

準技術体系の一覧表とともに詳細に

解説を加えている。枝打ちとボタン材（優良材

生産の問題解明をさぐる）

愛媛県久万町，同上浮郡林業

振興協議会昭49年10月

最近，枝打ちによるとみられてい

るボタン材(変色材)の発生が近畿，

四国の一部地域にみられており問題

となっている。

本譜は，久万地方にボタン材の発

生がみられることから久万町では久

列状間伐の事例及び施業方

法の検討

林野庁業務課

技術開発情報昭50年8月

本資料は，国有林における列状間

伐試験地および覗業の実例を調査

し，その結果を国立林試の専門の研

究官が分析して解脱を加えたもの

※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。



若齢林分の保育問題

鰹その多面的な検討画

7

一二〒写一

各地の枝打ちの

現状

佐藤卓

』一一堂一生－■｡■

近年，無節，通直完満な商品価値の高い，いわ

ゆる良質材の生産のための重要な作業として，枝

打ちが重視され，全国各地で枝打ちが意欲|'1iに行

なわれ，みる目にも美しい林分がいたるところで

みられるようになった。

枝打ちの現状の概要を全国の造林担当林業専門

技術員の方々の協力を得て以下まとめてみた。

1．各地の枝打ちの発展過程

枝打ちの現状を知る前にそれぞれ地域の枝打ち

の発展過程を通覧しておく必要があろう。

戦前まで

いわゆる有名林業地の多くは造林の歴史が古

く，明治以前にさかのぼり量的生産を主体に逐次

育林技術の体系化がはかられてきたが，これら林

業地のなかでも枝打ちを育林技術体系のなかにと

り入れ行なわれてきた地域はそれほど多くなく，

西川（埼玉）・吉野（奈良）。尾鷲(三重）・北山

(京都）・智頭（鳥取）および択伐林経営を行なっ

てきた今須（岐阜）。、根（滋賀）・能登（石川）

の林業地とその周辺地域などがあげられる。しか

しながらこれら地域でも，磨丸太の生産を目的と

して枝打ちを行なってきた北山および吉野の一部
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地方のほかは，燃料の採取を目的とした西川，林

内の作業を容易にし，病虫害の予防を目的とした

吉野・尾購・智頭，下層木に陽光を与えるための

林冠の疎開を目的とした今須･田根，アテの能登

など当初から良質材生産を意識したものでなく，

したがって枝打ちの程度も，いわゆる"ひもうち”

､裾枝払”《粘枝落とし”程度のもので，これが結

果的に良質材の生産がなされてきたといわれてい

る。その後，択伐林経営地域は別にして，これら

林業地は，木材の経済価値の変化に対応して順次

良質材生産を目的とする枝打ちに変わり，一時，

戦中，戦後にかけては労力，資材の不足，食縫事

情の悪化などから森林の保育全般にわたって放置

されたときもあったが，その時期を除いて長年の

経験によって現在の体系が確立されたものといえ

よう。

また，その他地域でも明治の末期から昭和の初

期にかけて，一部篤林家などによる林地の保育の

観点からの裾枝払い程度の枝打ちは各所に行なわ

れていた例があげられているが，先進林業地のよ

うに発展せず，その多くはいつのまにか立消えと

なってしまったようである。

その例を2，3あげてみると，静岡県では明治

30年ころから術li枝を主体とした枝打ちに始まり，

大正から昭和にかけて主枝，その後逐次力枝まで

打つようになったという。また,EI田林業地（大

分）では古くから林内を利用しての小場作が行な

われ，支障となる枝の除去と，林内作業管理を容

易にするために，また，飲肥林業地（宮崎）では

大正の中頃より，長崎県では一部市町村や一部篤

林家が昭和の初期にそれぞれ林内作業の能率化や

山火事防止などの観点からの枝打ちが行なわれて

いた，などである。

昭和25年から昭和30年代

昭和25年に普及制度が発足し，当時の課題で

あった戦中・戦後の乱伐過伐跡地の復旧・造林の

推進を背最のもとに普及活動が開始された。そし

て先進林業地の技術や経営が紹介され，各種の講

習会やコンクールの開催，各種展示林の設置，森

林組合，林研グループによる先進林業地の視察等
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2．枝打ちの現状

前記のようにここ数年来，枝打ちが盛んに行な

われているが，その実態を数字的に把握している

県は福島，徳島など数県にすぎず，全国的にはっ

きりしたことがわからない。そこで概況を知る意

味で，各県の造林SPをわずらわし’関係資料や

聞き取りなどから県ごとに枝打ち面積を大ざっぱ

に推定してもらったのが別表である。この表から

みる限り，歴史の古い生産地をようする府県がと

くにその面積が大きく，これは当然として，最近

本格的に開始した県においても短期間のうちに急

ピッチで枝打ちが行なわれていることがうかがえ

よう。

（1）枝打ちのねらい

一般には，無節,↓通直売満な商品価値の高い良
質材をねらっていることは前記のとおりである

が，間伐材の付加価値を高めることをも意識して

行なっているものが案外多いようである。しか

し，西川などの先進林業地のごとく，植栽当初よ

りはっきりした生産目標を定め，それに適応した

育林体系のもとに地域ぐるみの枝打ちを行なって

いるところは一部地域や篤林家にすぎず，多くの

地域では，県の指導によって，一応目標を定めて

はいるものの過渡的現段階では，多少なりとも付

が活発に行なわれた。

また行政imでも各種の施策がとられた結果，造

林意欲の急速な高まりとともに，30年代に入ると

枝打ちも一部篤林家や林研グループなどによって

実践されはじめたが，当時はまだ育林作業の一過

程としての枝打ちという認識であったので，せっ

かく先進地から導入した枝打技術も現地に適応し

た活用が不十分であったことや技術も未熟，加え

て労力不足などから，結局以前から行なわれてき

た先進林業地やその他地域の一部篤林家を除いて

は全般的に枝打ちは普及しなかった。

昭和40年代から呪在まで

40年代に入ると，外材輸入瞳の蝋大と代替材

の著しい進出，木材の需要構造の変化に伴って国

産材の不振，とくに粗悪材の価格の低迷が著し

く，国産材の対抗策として従来の量生産から質を

重視した生産への転換の必要性が叫ばれ，全国的

に良質材生産への関心が高まった。また，これと

併行して行政面では，良質材生産のための普及指

導や助成策等の処置とあいまって，いち早く良質

材生産のための産地化，技術の体系化に取り組ん

だ愛媛県久万地方や福島県東白河地方をはじめ，

ここ数年来全国各地で良質材生産をねらった技打

ちが行なわれている。

枝打ルド分の推定面職
一

都道府県枝打林分面
(ha

北海道20，000
青森500

喜霞6,500
秋m700

山形4，“o
福島6,200
茨城1,10O
栃木7,400
群馬6,800

埼玉31,400
千蕊1,800

茶荊！淵
新潟6j500

富山7,300
石川13p500
福井5,200
山梨2，0”
長野7,8”

岐阜
静岡5,6“
愛知3,000
三砿22，000

寧｜ 灘適府県|技打林分面稜(ha)
滋賀2,100
京都10,200(1,5"
大版5”
兵庫
奈良30,000～40,000

和敬山12，10O
鳥取16,200
島根(4,400)
岡山14,300
広島3,200

対象 樹・剛 対 象 樹種

）数字は北山地区
滋賀
京都
大版
兵庫
奈良

和敬山
鳥取
島根
岡山
広島

カラマツ，スギ，トドマツ
スギ
不明
スギ
スギ

スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ（
スギ，ヒノキ
ほとんど実績なし
スギ，ヒノキ

スギ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ

スギ，ヒノキ，サワラ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
スギ

スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ，アテ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ，サワラ

不明
スギ，ヒノキ
スギ（最近4カ年の而砿）
スギ，ヒノキ

スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ

マツ

マツ最近1カ年の而祇

ヒノキ林業地域では要枝打面積
)40～50%,その他地域l0%程度
ヒノキ
ヒノキ,マツ（）数字は天然マツ
ヒノキ
ヒノキ

ヒノキ
ヒノキ

ヒノキ
ヒノキ
ヒノキ

，
の
‐
机
，
，

ギ
ギ
ギ
ギ
ギ

ス
ス
ス
ス
ス

山口

徳島
香川
愛媛
筒知

福岡
佐賀
長崎
熊本
大分

ＪＯｌ

８
５叩，

和
皿
、
和
辺
却
噸
唖
麺
細
噸
一

＆
週
ｑ
ａ
ｍ
ａ
乱
２
４
乳
舟

１
１
２
１
２

２〃 '‘スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
スギ．ヒノキ

スギ，ヒノキ
スギ，ヒノキ
なし

宮崎
鹿児島
沖繩

禰脇・神奈川・福井・愛知・和歌山・徳＃6．番川・長崎・大分県のほかは推定(注）



加価値を高めたいという期待のもとに実行してい

るのが一般的な実態であるようである。

良質材生産をねらっての生産目標をみると，一

般に東北・北陸では，積雪の多い地域が造作材を

ねらって長伐期大径木を，積雪の少ない地方では

10.5cm,12cm角柱材を一玉ないし二玉，関東

以南では9cmないし10.5cm角柱材二玉を主体

に一部造作材としての大径木を目牒としている。

そのほか膳丸太・しぽ丸太生産を目標．ないし間

伐材を磨丸太に利用している地域は，北山・吉野

のほか福井・山梨・岐阜･愛知・三重・和歌山・

鳥取・山口・徳島・福岡・大分県などの一部地域

にある。そのほか,良質材生産もさることながら，

東北・北陸地方の積雪地帯では雪害防止を，神奈

川県箱根地方ではスギのアカネカミキリの防除

を，また今須・田根・福井県の一部地方のように

択伐林経営を行なっているところや長野県東信地

方のカラマツ二段林造成のところでは下木の成長

促進を主としてねらっての枝打ちもある。

また，枝打ちを行なうことによるメリットとし

て，つぎのようなことを期待されている。

①枝打ちすることにより林分のみた目が美し

く，林分の価値を高め有利に販売できる。②間伐

材の併加価値を高め，あるいは間伐材をしぼ丸太

など高度利用をはかり，単位而破当たりの収入の

墹大がはかられる。③枝打ちにより林内相互の

競合を緩和するなど林分密度を調節し，間伐時期

を遅らせ，また優勢木を枝打ちすることにより下

脳木の生育を可能にする。④枝打ちを行なうこ

とにより林内の風通しをよくし，病虫害の発生を

予防し，また樹冠火防止，つる類の被害防止にも

役立つ。⑤枝打ちにより地表に|場光を与え，林

内の植生の生育が促進され，表土の流亡防止，地

力維持に役立つ。⑥林内の下刈等諸作業を容易

にし能率化がはかられる。⑦枝打作業を行なう

ことにより年間労働配分の調整ができ，周年雇庸

を促進できるなど就業の安定化がはかられる。な

どである。

（2）枝打技術の現状

良質材生産のためには，枝打ちのほか材木の品
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種系統の吟味・密度管理・保護管理などの技術が

総合的に行なわれてはじめて十分な効果を期待で

きることはいうまでもないが，ここでは課題の枝

打ちのみに限定して記することにする。

枝打ちは，生産目標や立地条件・棚栽本数・成

長状態などによって，その開始時間・程度・回数

などが当然異なってくるので，地域や造林地によ

ってまちまちであるが，いずれにしても，最近，

良質材生産をねらって枝打ちをはじめた多くの地

方では，先進林業地の技術を導入し，かつそれぞ

れの県で策定された良質材生産のための育林技術

体系や指‘|･などをもとに普及組織を通じての指導

を受けつつ実行している。

しかしながら枝打ちを導入してまだ口も浅いこ

とから，多くの地方では普及指導の不徹底，林家

の未熟さなどもあり，また当初から生産目標を定

めて青林してきた林分でないものが多いことか

ら，すでに手遅れの林分に枝打ちしているもの，

個々の林木の形質や成長などをきめ細かく配慮す

ることなしに機械的に全林に枝打ちしているも

の，あるいは生産目標に対する枝打回数が少な

く，一度に強度の枝打ちを行なっているもの，粗

雑な打ち〃をしているものなど，問題も多く，先

進地なみの技術の水準に達し，体系化するまでに

はなお時間を要しよう。

いま各地で行なわれている一般的な枝打方法を

概略記すると，枝打ちの開始時期では，林分のウ

シ閉時点の7～8年生ごろからが多いが，積雪地

梢では成長の関係もあるが雪害をも考慮して，そ

れよりも2～3年ぐらい遅れて開始している。し

かし実際に枝打ちする場合，樹齢よりも胸高直径

ないし根元直径を重視し，7～8cmころを目安

として開始するものが多い，また枝打ちの程度，

回数では9cmないし10.5cmの柱材を一玉とる

か二玉とるかによっても，また良質大径材を生産

目標とするかによっても異なるが，同じ目標でも

地方によって枝打ちの程度，回数に相当の差がみ

られる。

以下，前記の各地のモデル的存在である，先進

林業地のうちから標準的枝打ちの方法を参考まで
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に記しておこう。

⑦西川林業地域

スギ・ヒノキを対象に高商品化による値上り幅

が大きく，かつ自然落枝が少ないヒノキの枝打ち

を重視している。枝打ちの開始時期は，一般には

林齢5～7年生で樹高5nl以上の林木を対象に第

1回の枝打ち（当地では小払いまたは根離れとい

っている）を行ない枝下高1.0～1.2m程度落と

す。第2回目は枝打部の元口直径が8cmを目安

に7～12年生の間に枝下高2.0mまで，第3回

目は12～20年生のころまでに樹下高4.0mまで

落とすのが通常の方法であるが仕立目的によって

はさらに20～30年生のころ，第4回目の枝打ち

を行なうところもある。

①吉野林業地域

西川同様ヒノキを主体に枝打ちを行なっている

が，スギについては中伐期一般建築材(伐期50～

60年)を目的とする場合，間伐材を膳丸太に利用

することもあり，第1回目の枝打ち（当地では

脈ひも打ち”といっており裾枝払い程度で枝打ち

と区分して呼んでいる）後30年生までに8～10m

の枝下高まで1匝l行ない9m無節材を得ようと

することが多い。またヒノキの場合は，一般建築

用材（とくに9.0cm・10.5cm角柱)を目的に植

栽後35～40年生までに“ひも打ち”も含めて約4

回行ない11～12mの無節材を生産する傾向が強

くなっている。

、北山林業地域

目通り直径6～7cmになった林齢7～8年生，

樹高6～7mぐらいのころから枝打ちを開始し，

丸太仕立の場合,枝打開始後3～4年ごと,伐期30

年として6～7回行なっている。また垂木仕立の

場合は，枝打開始後隔年ごとに行なっている。枝

打ちの程度は樹高よりも直径を重視しているので

樹高に対する割合は一定でなく，下枝が6～7cm

の直径にあるように枝打ちを行なっている。

、尾鷲林業地域

優良椛造材を目標に第1回の枝打ちは樹高3～

4mに達した林分で下枝菜が若干枯れ上がった時

期に枝下高15nlを全林木について行ない，第2

回目は樹高5mに達したとき枝下高2.5mまで，

第3回目は樹高6～7mに達したとき枝下高4m

まで行なっている。その他長柱を期待する場合，

枝下高8mまで逐次枝打ちする。なお第2回目以

降の枝打ちからは伐期木(1ha当たり2,000本）

のみに行なっている。

また尾購地域以外の三重県下の林業地の一般的

枝打ちの回数は3回，打上高は立木の形状と用途

によってほぼ枯枝になる枝の5～6枝上のところ

（4～9m)まで枝打ちされている。枝打ち開始

||制’1は膳丸太を生麓目標とする場合，スギで5～

8年生ころ“ひも打ち”を，小角柱材(10.5cm,

12cm)を生産目標とするヒノキでは元口直径が

8cmぐらいになる7～15年生ごろからである。

②智頭林業地域

従来の枝打ちは樹高1/3か力枝以下を目標に行

なっていたが，蛾近は60～80影ぐらいまで打つよ

うになり’1回目の枝打ちは7～8年生樹高3.5

~4.0m.,直径4.5～5.0cmで開始し3～5回行

なっている。

つぎに枝打ちに用いる器具は，鉈．斧．鎌．鋸

で地方によってまちまちであるが，一地方ごとに

は大体同じような器具が用いられている。一般的

に先進地や枝打技術のすすんだところでは鉈．斧

が多く，最近枝打ちが行なわれ始めたところは鋸

の使用が目立つ。そして全国的に広く用いられて

いるものとして，鉈では土佐式・久万式，斧では

吉野式，嫌では新勝流(群馬)などがあげられる。

そのほか切口の癒合策として林地肥培をとりあげ

ているところが各所にみられる。

また，枝打ちの労務では，先進林業地には専門

労務者が相当数いるが，その他地域では大部分が

自家労力で，一部地域では森林組合労務班による

ものもあるが技術は一般的に未熟であり，これら

を対象に名県の普及事業や森林組合の一部では枝

打ち識料会，枝打ちコンクール，競演会などを開

催し，技術の向上をはかっているところも少なく

ない。

（3）枝打材の販売状況

良質材生産地として一般に知られている先進林



最近，全国各地で良質材生産をねらった枝打ち
が盛んになってきた

業地では，その生産材は高く評価され，普通材に

比して有利に販売されているが，その他地域では

枝打林分か利用伐期に達しているものがきわめて

少ない現在，販売例も少なく，枝打林木が有利に

販売されているかはっきりしないが，各地の一部

駕林家などの販売例，たとえば，枝打材が普通材

の30～50%尚でだれた禰川県下の例,2～3倍

高で売れた栃木・大阪・香川県下の例，造林から

製材まで一貫して林業経鴬を行なっているある企

業の製材品が普通材'に比べて3～4倍の商さで売

れた例など各所にみられ，枝打材は一般に評lilliさ

れ売買される傾向がみられる。

しかしながら一般に定評のある林業地や篤林家

は別にして，その他地域や一般林家ではいまだ地

域的に産地化が不十分であったり，一部の人が個

々に枝打ちを行なっているようなところでは，枝

打ちを丁寧に行なっても多くの場合，立木処分が

多いことから枝打ちの記録などもほとんどないこ

とや林家自身が販売網をもたないため業者の一方

的取引になりがちであり，枝打ちをした割には，

それほど高く評価されていないのが一般的のよう

である。したがって個々の林家は，枝打ちしても

果して有利に販売できるか，心配しながら枝打ち

を行なっているものが多い。そのため栃木，群馬

や新潟などの県の一部森林組合では枝打ち林分の

登録台帳を備えつけ，森林組合が仲立ちをした

り，森林組合が優先的に賀入れているところもあ

る。
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以上のようなことから，枝打材の販売上の主な

問題点をあげてみると，①枝打過程の証明が困

難であるため収引において不利になるので森林組

合等による枝打ち登録制度の設置とその活用をは

かる必要がある。②多くの場合産地化されてお

らず，個人個人の枝打ちであるた必枝打ちした割

にその評価が低い。地域を産地化し，森林組合に

よる委託製材とするか，森林組合を中心にした製

材販売まで一貫した流通体制の確立が必要であ

る。③最近枝打材から近畿･四国の一部地方に

いわゆるボタン櫛（変色材）が出ており販売上問

題となっている。これが原因の究明ならびに対策

を早急にたてる必要がある。

おわりに

枝打ちとくに良質材生産を目標とした枝打ちを

中心に各地の現状の概要を記したが，枝打作業

は，従来から斉一で健全な人工林造成の育林体系

のなかの一過程として，当然行なう作業として考

えられ，教えられてきたことであるが，いまや枝

打ちが良質材生産のための新しい技術であるかの

ように，いたるところで行なわれ，枝打ちさえす

れば良質材が生産できるかのように中途半端な枝

打ちを行なっている林家も少なくない。良質材生

産の先進林業地が今日の姿になるまでに長年月を

要し，生産目標に適合した育林体系のもとに枝打

ちばかりでなく，その他の各種技術を組み入れ，

きめ細かい作業，集約的な施業によってはじめて

なされたことに思いをいたす必要があろう。

また，近年，環境保全の観点から森林の多面的

磯能発揮の要請が高まり，非皆伐更新法としての

択伐林施薬や二段林等，複層林の造成のための上

木の枝打ちも関心が持たれるようになり，林内照

度の関係等今後研究の推進にまつところも少なく

ないが，これが枝打ちをも含めての技術体系化が

望まれている。

おわりに本稿作成に当たって，全国の造林担当

林業専門技術員の方々から資料の提供等，ご協力

をたまわり，厚く御礼申し上げます。

（さとうたかし．林野庁研究普及課）
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支部だより

山の生活

ヨーロッパ都

市林駆け歩き

会員の広場

ポット育苗雑考

ポット育苗を始めてもう10年に

なる。その間，全国をまわりなが

ら，8×8ポット（直径8cm,深さ

8cmのピートポッ1､の意，以下同

じ）から，19×17ポットまでやっ

てみたが，さらにもっと大きいもの

で，自然な形の根の植木を造って造

園用に従来の「庭木」概念からぬけ

だしたものを創りだそうと考えてい

る。以下，私なりに感じとったこと

がらを記してみる。

カラマツ，トドマツ，エゾマツに

ついては，北海道で2，3の方々が

実行され成果をあげられた。しか

し，これら熱心な方々も他の用務が

忙しく現場の指導が不十分なため，

ポットを使いこなせず，あまり効

果が上がっていないことは残念であ

田北正典

る。自然条件のわるい東北海道のよ

うな地方こそ，もっともっとポット

を活用して効果を上げる余地がある

と思う。

スギ，アカマツ，ヒノキ

神戸に移って3年目にちょ

うど明治百年記念械樹に，

i
l9cmポット「臼椛」

（永大産業．滋賀,）

根をつくってやれば，荒廃地に植え

られてもポッ1,に保謹されて何とい

うことなく元気よく育つ。このこと

から山腹治山，砂防工珈用にクロマ

ッよりアカマツのポッ|､苗を使うべ

きであることがわかった。

特殊地帯東北地方の太平洋側

で，毎年春先にフェーン現象による

異常乾燥がつづくために，春欄造林

がおくれたり，いろいろ困難が多い

らしい。盛岡術の金沢裕麗氏が前年

度盤成したポット繭を越冬させてお

いて，難ばく，全部活蒲したという

実例がある。

商寒冷地帯といわず急に伐IIWされ

た跡地の再造林等にも，大きいポッ

1､を活ﾊ1してたくましい繭木を作っ

ておいて，抵仇力を利用して悪条{'|：

をきりぬけさせる試みも効果が期待

される。

緑化事業ユーカリ，グロプラス

とアカシア，バイレヤーナを1年間

ポッ|､で育てると50～60cmくらい

になる。それを4mくらいの支柱

を立ててその根元に植え，苗木が伸

びるにつれて支柱にそって真直ぐ伸

びるように結びつけてやると秋まで

に，つまり2年目に3mくらいには

、-

●“.，



なることが実証された。肥料も水も

やらずに。この1年目のポット苗を

19×17ポットに楠えて多少の肥料

もやり水をやって育てると4mく

らいになることがわかった。

支柱は幹を真徹ぐ育てておけば，

後で櫛形を雛姿するのに便である

し，支柱が炊いと聯が倒れてプッシ

ュ状になって後でどうにもならなく

なる。この方法を利用して，大阪市

の有野厳彦氏は州州赤穂市に「ミモ

ザの里」を創るべく努力されてい

る。

椿の実生普通は長く伸びた太い

根の先からショボショポと小さい根

が出ているが翻り起こすと太い部分

でポキッと折れてしまう。

ポットにまいて見た。ポットの底

に到達した根は，その部分でいじけ

るようになって伸長をやめそのkの

部分で小さい根を出している。実に

蓄えられた獲分が余っているかのよ

うにたくさんの細根が出ている。移

植のしやすい苗木になりそうだ。

畠に植えて育てられている苗木は

掘り上げ作業も時期を選ばねばなら

ない。いったん，冊り上げられたら

そのまま根を丸められて，あちらこ

ちらと落ちつく場所に到るまで全く

放浪の旅をつづけることになってい

39

る。反面7月，8月ごろ工

事が完成したが植えられる

樹がない。こんな場合大き

なポットで育てられている

植木があれば，問題はな

い。

教えられたのは熊谷II了の

トマト作りの養III昇氏が，

造林用種苗のポッ｜､育苗

で，ポットの底を乾かすた

め，地上約15cmの高さに

しているのは，「夏季昼間

の高温が土の中では夜間も

つづく，こうして台のkで

は，空気の温度のほうが早

く下がって根を冷やすこと

で刺激を与えることもあっ

てよい」という意見をiliさ

れたことがある。その時は

台の下の雑草を除去するに

便利なことともうひとつは

台の下のほうから風を吹か

せてやらないと特に中のほ

サンプスギをポットさしきにして（43.3.18)，植

樹（43.10.23)，棚りあげたところ（44.79）

うのポットの底が乾きがわるく無川

な根が外に伸びることを防ぐために

していると答えた。

ある前畑で，林鉄のレールを枕

に，その上に竹のスノコをしいて，

スギとヒノキのポット育苗をやって

いる時，同じように水をかけてやつ

てる中に，ヒ

ノキのほうの

成綴がわるか

つだことがあ

ったが，これ

はどうも下の

ほうからの風

緋の実4ば肘の

根（発芽綾1

年を綴たもの）

右はポット怖

き，左は樹下

に自然発芽

通しが不一|一分のため過湿が原因であ

ったらしい。

ビニールの上に並べるのは，水も

肥料分もビニールの上に残っている

ので，外に出た根は生きのびてどん

どん隣のポットの中にはいりこん

で，ポットが全部根で連続してい

る。育苗中は，このほうが水やりも

省力されるし，肥料も節減できると

いえるが，苗木はそれで目的が達せ

られたというものではない。山へ植

えられて立派な樹木を育てるための

準伽作業である。迩搬される前に

も，さらに植えられる時にもそのつ

ながった根は一つ一つむしり離され

る。この時の苗木の根は，肝心の難

分を吸収できる白い根は全部隣のポ

ットに入りこんでいるため全部きり

とられることになる。また始めから

自由に隣りに入りこめることは土の
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山の村 とソ

御岳を背景に高原の畑いちめんに

ソバの白い花が咲いたところは，木

曽のいちばん美しい景色である。

ソバは大陸からもたらされた植物

で，その語源ははっきりしていな

い。平安時代に醍醐天皇のとき深江

輔仁が，その著「本草和名」の中で

ソバムギの名でソバのことがかいて

中に入れて育てている様なもので，

ポットの特有の枝分れの多い根にな

っていないのではないか。植えて直

ぐ伸び始めることがないポット造林

地と言うものの原因がこういうとこ

ろにあった。

最後に肝心なことは，何故こうす

るのだ，こうすればどうなるのだ，

こうしようと思えばどうしたらよい

のだろうか，とそのわけを理解して

やることと思う。誰でもやってるか

ら自分もこうしているだけではどう

にもならない。このへんのところを

現場で作業をしている人に助言し，

指導することと，読みさえすればわ

かるような手引書があれば余程遮っ

てくると思われる。こんなことを考

えながら全国を回った，というより

回りながら考えてきたと言ったほう

が本当かも知れない。

（元神戸営林署長）

●
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ある。さらに承平4

年（934年）のころ

｢倭名類聚紗」には，

クロムギとある。そ

れからおもうに，後

年にソパムギのムギ

の部分がのぞかれて

ソバといわれるよう

になったのであろう

と。「続!」本紀」を

みると侭老6ｲド(722

年）に，夏に雨がな

かったので作物のそ

ないため，諸国にソだちが思わしくないため，諸国にソ

バを植えさせたと記されている。ソ

バは地味の悪いやせ地で，肥料がな

くてもよくそだつので，山を焼いた

焼畑でつくられ，昔は山村の人びと

にとってヒエなどとともに大切な食

物であった。それが太平洋戦争のと

きに食料の配給制度がしかれて，山

山の生活

の村にも米が配給されるようになっ

てから，ソバを作ることは少なくな

った。

ところが，最近の観光ブームで単

ふかい山の村にも多くの人が訪れる

ようになり，腿家が民宿にかわっ

て，山龍料班や手打ちのソバを呼び

ものにすると，山の村のいろいろな

ところでソバを作るようになった。

ソパは7月下旬から8月_I忌旬ごろ

に随をまき，秋刈りとる。写典は刈

りとりの風景で，刈ったソバは束に

して，畑に干したあと実をおとして

粉にひき，そばに打ったり団子にし

たりして食う。そばは関西では「出

雲そば」関東では「信州更科（さら

しな）そば」が有名であるが，海外

から輸入したソバも，山の奥まで入

って「××の手打ちそば」で結構商

売になっているうわさもある。

（大町小椋推進）

普及指導事業を考える

岡田公人

I普及職員による「普及問題検

討会」

さる4月21日東京都において開

催された，全国普及職員協議会主催

の「普及問題険討会」に，和敬山・

山梨・群馬・栃木各県関係者等と意

見具申の磯を得，現場担当者として

の共通的課題のとらえ方．進め方等

忌陣のない意見交換を行なった。

検討課題は問題が大きく，時間的

制約もあって，結論を出すには至ら

なかったものの，当面する普及事蕊

に対する考え方は，「各県共通的な

ものでなければならないが，その運

用は，独立性・創造性をおびた弾力

的なものであって然るべきである」

といった点で一致をみたことに，一

定の評価ができえるものと考えてい

る。

以下その概況をふまえ，この事業

に対する考察を試み，大方の意見を

拝聴したい。

Ⅱ普及課題および普及事業の問

題点

「林政の転換を，どう進めるべき

か／」……これこそ普及指導事業に

求められている今日的な課題ではな

かろうか。

林家の私経済と，閲の公経済の乖

離のばかで，去就に迷う普及職員

も，決して少なくないであろう。

激動期ともいわれる今日，とりわ

け普及事業と，普及活動ば，多くの

問題に直面しており，その組織や，



普及活動のあり方に対し，早急に解

決しなければならない課題が多い。

何故であろうか。ここに検討会に

おける各県の現状をふまえた問題点

を要約し，課題解決の端緒とした

い｡

①普及対象の変化はもとより，

広域普及体制とも関連し，普及職員

と撫林所有者等との接触が，とみに

少なくなり，林政におけるコミュニ

ケーションの確立が薄らいできてい

る。

②行政の多様化に伴う，普及職

員の職務拡大が，本来活動を，いや

がうえにも低下せしめ，いわば普及

の行政への埋没現象がおきている。

③森林・林業に対する国民的関

心が樹まるにつれ，これらニードに

的碓，迅速に対応しなければならな

い現状･…．加えて技術革新や流通難

命等，技術の高度化と経営の噂IJIj分

化の進展に対して，どのように対応

すべきか普及職員は混迷している。

④外材主導型の林産物需給事惜

の変化，生産資材の高騰（椎茸原木

の不足等)，林家の兼業化，林業労

側力の劣弱化等に加えて，山村社会

生活の変貌に対応した普及活動の指

‘|･をどこにおくべきか。

⑤多元化する情報化社会におい

て,I’暁機関との提携，民間情報の

入手はもとより，これらを森林所有

者等に，いかにして適切な新技術，

新経営悩報として提供すればよいの

か。

⑥林業後継者育成はグループ活

動にとどまらず，いかにしたら具体

的な方策を見い出すことができるの

か，また実態に即した地域林業の組

織化にどう取り組むべきか。

⑦これら広範な問題に対処し得

る普及職員をいかにして確保すれば

よいのか，また普及職員としての資

質の向上はいかにすればよいのか。

列挙すれば際限のないことであ

り，これらに関しては，各方面から

識諭や提言がなされているところで

あっても，改めて整理してみると，

その処方菱の確たるものがないこと

に気づき問題の大きいことを揃感せ

ざるを得ない。

Ⅲ普及と行政－そのあり方は一

地域社会の変化に対応した，職種

的な林政推進には，政策努力が展開

されることは必然ではあっても，こ

のための政策課題は，とりもなおさ

ず普及指導事業の課題であり，この

意味合いでは，まさに普及と行政

は，表裏一体と言えよう。

しかるに，わが国の国民性から

か，その価値感は，とかく手段的な

もの（奨励行政）に商い評｛II1を与

え，教育的手法による普及醜業に対

しての評価が低いきらいがあるの

は，否定でき得ない事実である。

しかしながら，地域林業の振興

は，コミュニケーションなくしてそ

の効をあげ得るものではなく，林政

展鮒の原点は，まさしくこのコミュ

ニケーションの確立が出発点である

ことを了知すべきではなかろうか。

行政は，林業にあっても，その地

域の環境づくりであり，普及は人づ

くりである。

そして普及の主眼は，「自主的に

林業を営むことのでき得る人の育成

にある」ことを心に銘記すべきであ

る。

ここにおいて，「林業マンは多い

が，林政マンは少ない」と言われる

現状を，どのように理解し，実践段

階での展開を思考したらよいのであ

ろうか。

このことは，さしずめ短絡的メニ

ュー消化に追いやられた，インパク

ト的な行政の展開を擬ったものであ
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ろうが，森林所有者等に接する機が

比較的多い普及職員は，こうした事

象をどう受け止め，どう対処すべき

なのだろうか。それこそ本来の普及

を思い起こし，そこに使命感を抱く

必要があると思慮される｡

林政展開の真の推進役は，普及職

員をおいて，他に錨がないことを，

今日の変革期？にこそ，特に強調す

べき要素であるとともに，そうした

物へ，客体からの声をも，大いに反

映させる努力をすべきであろう。

Ⅳむすび

資源ナショナリズムに対応する現

実的林政展開は，「林業ムードづく

り」ではなかろうか。

これこそ，地域づくり・組織づく

り・後継者づくり等に直結する普及

事業本来の姿であり，行政の先導的

役割を担うものであろう。

行政の効率的な進泌方は，溶体の

実態把握なくして，その論議は進ま

ない。また，短絡的メニュー方式で

終わっては，その効果も期待でき得

ない実態的林政展開における普及の

位置づけは，まさに重要である。

このことから普及は林政のシンク

タンク的要素を有すべきであり，ま

たそれが，常に溶体の婆附に密着し

たものであるよう努力するととも

に，アフターケアー撒関としても，

唯一の組織であることを今一度思考

すべきではなかろうか。

いずれにせよ，普及も行政も一体

であり相互補完的に推進する要があ

ることは，言を待たない。

（愛知県足助蔀務所林務課）
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高伐期施業の一例

野瀬哲也

今日，いろいろと林業の方向や，

政策が論ぜられているが，森林のも

つ生産機能と公益機能の強化をいか

に柵盤していくかが亜要な課題とな

ってきている。需給柵造の変化，外

材の輸入増による国産材生産不振，

賃金の高|雌と労働力の不足，伐採・

造林の奥地化等の現実的な間題は危
◆●○●●◆

機に立つ林業として各方繭から指摘

されている。

このような激動する世相の中で，

森林所有者は，どのように対処して

いかなければならないかという問題

は，誰しもがもつ疑問であり最大の

関心事でもある。ここに本県の神代

(こうじろ）森林組合の運営の中に

取り入れられている間伐期施業（保

残木）について紹介する。

まず疎林組合長の副島正幾氏の枇

顔であるが，端的に申し上げると信

念の人で山一筋に生きてこられた方

である。すでに50年も前から木材

生産と公益機能を森林に求められた

のである。

保残木作業の目的は，恐慌備蓄の

ため，税金対策のためなど，いろい

ろなとらえ方があるが，林業（林

木）の特色（宿命）を最大に生かし

た大径木の生産を目的

めなど，いるい

が，林業（林

を最大に生かし

とした特殊材の確保

と，高収益が離水とな

っている。保残木作業

の場合は2年目までの

風倒の被害がもっとも

心配される。これは林

として周囲の林木と助

け合ったり，競走をし

ながら肥大成長，上長

成長をしてきたものが，環境の著し

い変化により突然独立木となるので

技張り，狼張りのバランスがくずれ

るからである。

保残木として残すものは，伐採前

に林内を詳細に調査し，成長が旺盛

なもの，紫性がすぐれていることの

ほか，位置的なバラツキを考えて1

アール当たり4～5本が選木される。

保残木は’40年の伐期がとられ

ている施業のときは40年プラス40

年の80年で伐採される。大経水の

需要と価格が，非常に特殊的ぼ性格

からピクともしていないことに焔い

ている｡地元業者はもとより，県外

業者の注文がみられ取引きは堅澗で

ある。

組合で製材所を経営しているた

め，すべて製品化して取引きがなさ

れている。

生産から販充まで＝賞しているた

め荷動き，価絡の変動に対応した迎

営がなされている。

この施業方法は，組合述営の土休

である鍋島家所有の森林約220ha

に適用されている。全而的に間伐期

作業をとりいれることは無理なこと

もあろうが’成功している事例があ

ることをわきまえて，それぞれの経

営にマッチした高伐期作業を考えて

いくことも無意味なことではないと

思われる。

（長崎県*|職諜専技室長）

森林のレクリエーシ

コン利用について

茂木博

去る6月の下旬のころと思うが朝

I1新聞の「今日の問題」というコラ

ムに八ケ届自然園という見出しが目

をひいた。

その内容は，最近八ケ岳を横断す

る唯|動車道が完成し，以前足の弱い

人たちは麓の佐久高原より眺めてい

るだけだった八ケ岳へも容易に入る

ことが可能となった。そこでこの筆

者も佐久地方と諏訪地方の境にある

変革峠付近に最近設けられた八千穂

1筋原自然園を訪れた。

この公園は27haほどの規模で村

有体内に設けられているが，園内は

よく管理されて地元の人々の自然林

に対する熱意がうかがわれて感動を

覚えた。また昔日に強く望んでいた

I｣1にクルマで入山できた喜びは大き

かったが，同時にある反省に迫られ

た。それは，｜ﾖ分たちの安易な願望

が自動車道を造らせ，自然破壊を促

進させることにつながるのではない

かという疑問であり，また，この自

然園は地元の村にとっては経済的な

恩恵をもたらしているとは思えない

が，その維持管理に対する意気込み

が強くうかがわれるので，利用者も

何か助力できるような道が開けてく

れることを望む，という趣旨のもの

であった。

ところで，本県は，日本の屋根と

もいわれる立地条件にあり，国立公

園聯の自然公園面積は，全森林の約

30%を占めているが，これらの中

でも特にすぐれた自然景観を保謹利

川する立場から自然園が設定され

て，現庄8カ所800ha余に巡回路，

観察施設，休憩所等の施設が設けら



れて利用に供されている。

管理は地元市町村で行なっている

が殺定の趣旨は自然保批を優先した

蝋境行政の-．かんとしての施設であ

って有料利用としている箇所もあ

る。

このコラムを読んで関心を持った

のは，この筆者の考え方であった。

普通この種の森林レクリエーション

利用に関しての問題提起としては，

林道のllll設,車の無秩序な乗り入れ

や人とゴミの問題等をとりあげ，そ

れらが即ち自然破壊を招くという短

絡的な結論とその場合の悪者はいつ

も開発者というパターンのくり返し

を各所で見てきただけに，利用者側

の反省とともにその維持管理のため

に利用者からも何か助力の道が開か

れないものかという問題の提起が斯

新なものに感じられたのである。

この筆者は農山村のおかれた現状

や，そこで営まれる林業や林地の利

用の現状などに対しても深い関心と

造詣をそなえているのだろうと推察

した次節である。

民有林における森林レクリエーシ

ョン利用の形態は経営主体の規模や

立地条件などにより様々に分かれる

と考えられるし，また一口にレクリ

エーション利用といっても，利用者

の要諦も年齢や体力差，個人の社会

槻，自然槻等の主観の相異からそれ

らを一律に充足することは非常にむ

ずかしい問題であろうと考えるが，

対応する森林施業技術の確立によ

り，適正な森林の維持管理を図るこ

とによって，利用者への場所の提供

と同時に林業への理解者，支持者の

拡大を可能とすることを示唆してい

るように思う。

また，森林の機能的な役割や使命

についてだけでなく，山村地域の林

業関係者が森林の造成や維持管理に

一 一"一一一
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支部だより

思い出の

王滝森林鉄道

わが国最後の森林鉄道である王滝

森林鉄道は，60年の輝やかしい歴

史を残し，昭和50年3月31日その

任務を終えた。

その間,輸送した木材は340万lll3,

人員は延320万人に逆したといわれ

ている。

もとより，王滝森林鉄道の使命

は，御岳山麓よりの木材輸送であ

り，この幹線鉄道の奥へは，土木軌

道と称するもの，さらに高い桟橋作

りの作業軌道が谷また沢をllllがりく

ねって入り，木材のすべてが森林鉄

道により運搬されたものである。

当時，トラック輸送には林道開設

にも人力に頼るところが多く，トラ

ックの性能も劣り，林鉄輸送が最も

確実安全，かつ合理的な輸送手段で

あったといえよう。

また，木材輸送のほか地元沿線の
けえぺん

・住民には，「軽便」の愛称で親しま

れ唯一の交通機関として利用されて

きたもので，王滝森林鉄道は地元住

民の人たちとともに生き続けてきた

ものともいえる。

支部だより

払っている努力についても利川者側

に広く理解してもらうことが必要で

あろうし，そのためにはあらゆる機

会を通じて稜極的にはたらきかける

必要があることを州感した。

（長野県林業課）

＊＊

当時地元の人たちに多く利用され

たのは，乗物としては安全性が高

く，時i剛も国鉄なみに正確で，しか

も無料であった。また時には途中を

歩いていて手を上げて乗り降りもで

きた。

なお，忘れられないのは学童の通

学列車，食紐難時代の山菜取列車，

幟礼，急病患者の特発等地元住民に

直結していたものである。

当時，ホイットカム等の内燃機関

車も各支線で使われていたが，なん

といっても森休鉄道を代表するもの

は，ボールドウイン機関車であっ

た。しかし，5月30日行なわれた

「さようなら」式典で見たボールド

ウインには最盛期に活躍していた当

時の雄盗は見ることができず，ディ

ーゼル機関車の助けで，細い気笛の

音を残して走り去る姿は見るものを

して術々しく，よりいっそう感慨を

深めさせるものがあった。

こうして木曽の木材輸送はすべて

トラック輸送に切り替えられたので

あるが，将来幾世紀これが続くであ

ろうか。人顛により，さらにより合

理性の追求は続くであろうが，再び

ポールドウインの雄姿を見ることは

ないであろう。

（長野営林局支部田中）

林業技術者の養成

について

山本潔美

休学も最近専門的にかなり細分化

されてきたために，果たして学問的

にこれが林学の純嶬に含めてよいの

かどうかと考えさせられるものも出

てきつつある。急速な科学の進歩の
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あらわれであり，研究はとどまると

ころを知らない所以もここにある

が，このへんで学問的な体系の細分

と，盤理をする必要があるのではな

かろうか。このことはどこの専門分

野でも言われようし，その細分と整

理は別の意味でその道の専I咽家にお

れがいしなければなるまい。

さて，林学部門の中で考えられる

林業技術者の謎成について考えてみ

るのに，たまたま林学を選んで進学

してきた学生を調べてみても，山に

一度も登ったことのないという都会

育ちの学生や，樹木に関する知識は

高校時代生物の時間に教わったとい

う者が大部分で，まして植林や造林

地の下刈り作業といった山林労働の

体験者は極めて稀である。ともあれ

これらの学生諸君が，4年間の学習

課程をおえて，実社会に出ていくわ

けであるが，自営者は別としても，

林業関係の官公庁や会社に勤めて，

当初どれだけお役に立つかは甚だ疑

問である。

このことは林学だけでなく，他の

分野でも言われていようが，ともか

く大学4年の期間中に専|'']的な知識

を身につけるのは，後半の2年そこ

そこであるから，知識の度合とか，

指導能力，または応用能力の程度は

おおよそ察しがつく。それに大学を

おえさえすれば就職はどうにかなる

といった安易な風潮と，それほど専

門にこだわらなくてもよいという，

近ごろの)職場|幾椛の受け入れ態勢が

そうさせているのかも知れないが，

せっかく習得した専門の分野とは異

質な聯場に進む者も出てきそうであ

る。以前からでもこのような例はあ

ったが，その数は稀といえた。すな

わち，おおかたの者はそれなりに林

業の本質と，それにもとずいて己れ

の進む道は心得ていたようである。

ヨーロッパ都市林駆け歩き

－欧州都市林視察研修旅行を終えて－

どんな形・質をもった緑が望ましい

のか，ヨーロッパの先進国には，伝

統を誇る都市公園や都市林がある，

百間は一見に如ずということで今回

の都市林視察研修旅行となったわけ

です。

見てきたものの義務として，何か

番くべきだと室員につきあげられま

したので，見聞したことをじっくり

反すうして，自分なりの考えをまと

都市の過密化一いや日本中が過

密なのだろう－が進む中で，空気

までもがザラザラしているのではな

いかと思われるほど，私たちのスト

レスは高まっているようです。こん

な状態の中で，住民は身体の休養と

精神の解放を切に望むようになり，

それが自然的なものへの関心を高め

て緑化ブーム？の口火となったとい

えるのではないでしょうか。では，

める間もないままほんの

"見た感じ”だけご紹介

することにいたします。

本格的な視察報告は，各

分野の専門家にお願いし

て12月号に特集として

掲戦いたしますので，少

ぐうオンテンブロー宮殿

（パリ)を背景に視察団一
行

『．

鍵
篭

届句

鑑‐．』
一

蕊 。

蝉
蕊固‘
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この現象は現在の若者が悪いのではころに問題がある。

なく，大学における専門教育の本三重大学の林産学コースに，昭和

質，とりわけ林学教育の在り方に間49年度から一部推せん入学の方途

題があるからではなかろうか。が識じられたように，たとえば一般

先にも述べたように，このへんで入試のほかに，クラスの何パーセン

学|測的体系の整理とともに，学生の1，かを股林高校とか，林業高校をお

応募と選択の方法を埜本的に考えなえた者を別の方法で選択して，大学

おしてみる必要を感じる。現在の大の林学教育を修得させるといつたこ

学進学過程からでは，農林高校からとを提起してみたい。これは幼時か

の火学進学は，その学習課程からしら森林や枇木，あるいは造林とか育

ても極めてむずかしい状態におかれ林技術に直接触れる環境に育った若

ている。そのためかおおかたの子弟者を禰度な林業技術の指導者として

は大学進学を考えていないようであ起用する道をひらきたいからであ

る。股山村で育った若者は，古くかる。なにしろ一度も木を植えたこと

ら受け継いだ腱林業の貴さとか，そのない者が大学に進み，簡単な実習

の重要さはそれ相応に自覚していて程度の体験だけで，適切な造林技術

も，進学を目指す者にとってはさしの指導ができるはずはない。つまり

あたり普通高校から大学に進むとい技術とは肉体を駆使して習得した技

うケースを選ばなければならないと術者の尊い「いのち」と言いたいの
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グルンネワルトレ
々お待ちいただきたいと思います。（ベルリン）

さて，一見にしかずとはいうものさんできました。

の，視覚だけではなく，ほかの四感それはそれで有意

もはたらかせなければ，ほんとうに義なものではあり

見てきたことにはならないと思うのますが，そうしょ

ですが，旅程の関係で，聞いたり，っちゅう行けるも

さわったり．．････都市林の緑を全身でのではありませ

味わう余裕がなかったのは残念でしん。盆と正月と祭

た。そうなのです。そういう場所での時だけ，ごちそ

は万事ゆったりと，ただ緑の中に身うを腹一杯食った

鮪

躍湧“

～

をおくということができればいいのって，身体が維持できないように，なかったようですが……。都市の構

だという感じで，それが都市内のい遠くの緑は，われわれの日常を和や造が違うというのでしょうか，新幹

つでも行けるところにあることが，かに豊かにするものではないようで線でどこまで走っても平家がベッタ

肝要だということのようです。そうす。都市林とは毎日食べるご飯のよリという土地利用のしかたでは，都

いう所でセカセカと小走りに歩いてうなものと見て来ました。市林はやはり高揃の花のようです。

いるのは，われわれのお仲間か，他そんなこといつたって，日本の過要するに，われわれのような日本

の日本人旅行者だけでした。密都市の中でそんなものできるわけ人の大部分を占める貧乏人が終生の

日本は国土の7割は緑におおわれがないだろ／と思われますが，かの目的を"猫の額"の独得において，お

ていることになっておりますが，い田中角栄氏が，『東京の建造物は平たがい"囲いつこ"をしているようで

つでも行けて，自由に出入ができる均17階建だ。これを高層化し再開はダメなので，住をはじめとする生

という性質のものではありません。発する必要がある』といいました。活意識の根本的な改並が必要なので

自然休養林や県民の森など最近たく余った土地を部市林にするとはいわはないかと思います。（八木沢）
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である。ることを忘れてはならない。らないような配慮が行政磯関で積極

このためにも，大学における林学これと同時に，優秀な技術と，豊的になされることも大切である。

教育課程の中で，理論と実際とを結富な経験を持ち，地道に技術指導と（三重大学演習林）

びっけた実習とか，森林油習の時間か，技術改良にとり組んでおられる

数をもっと増やすべきである。人たちが「縁の下の力持ち」で終わ

巷間実態を十分とらえることな

く，短期間の調査結果や，試験結果 “会員の広場”投稿募集を多少変えました。
下記の要領によりふるってご寄稿下さい。

をもとに，あるいは経験者の言をそ
投稿募集要領

のまま受け売りをして技術指導をし ■技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表。要点をできるだけ簡単
ている1句きを見かけるが，林業経営に書いて下さい。複雑な図・表はなるべく省いて下さい。(400字詰原

稿用紙12枚以内（図・表・写典を含む)〕
のように生産期間の長い産業にあつ

■日常，業務にたずさわっての林業全般（林業政策・技術振興等）に関
ては，より慎重を期してもらいたい する意見・要望，本会運営に関すること，会誌についての意見等なんで

ものである。 も結椛です。(400字詰原稿用紙3枚程度〕
口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお

わが国の著名林業地には，これま 寄せ下さい。

でにそれぞれの立地環境に応じた育口原稿は誌面の都合で短くする場合もあります。原稿の採否，掲載の時
期はできるだけ早く本人にご連絡いたします。

林技術が，長年月の間に工夫され，
口原稿には，住所・氏名（必ずふりがなをつける）・年齢・職名（また

継承されてきたものであって，優良 は勤務先）および電話番号を明記して下さい。

な造林地とか，歴史的に価値の高い 口掲戦の分には，薄謝を贈呈いたします。
ロ送り先〔〒102)東京都千代田区六番町7日本林業技術協会編集室

森林には先人の苦汁が染みこんでい
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協会の･義.どき

◎昭和50年度林業開発現地従事者

リーダー養成コース研修

本会が国際協力事業団の委託を受

け来日中の東南アジアの研修者一行

は9月13日林野庁へ表敬訪問を行

なった。

◎技術奨励事業

松川顧問は9月16～25日までの

間，青森・函館両営林局管内のヒバ

林の現地技術指導を実施した。また

10月7pから帯広営林局管内の川

湯，足寄実験林の現地指導を行なう

予定である。

◎講師の派遣

東京教育大学農学部より本会の技

術側発部長代理渡辺宏に対し非常勤

識師として｢森林航測｣の科目を担当

し非常勤講師の委嘱を受けたので，

昭和50年10月13日～51年3月31

円まで派遣することにした。

◎欧州都市林視察研修団帰国

去る8月31日出発した一行は，

スイス・西ドイツ・イギリス・フラ

ンスの各都市の都市林を視察。9月

13日全員無事帰国した。

◎50年度林木育種研究発表会

林木育樋協会と当会との共催で来

たる11月18日（火）午前10時より

日林協大会議室にて，木年皮の研究

発表会を開催します。発表希望者は

10月末日までに育種協会(TEL､03

(261)3433)までお申し込み下さい。

し林業技術編集委員会q

9月18日（木）於本会会議室

出席者：中野(達)，杉原，西口，

前111,増田，根橋の各委員と本会よ

り八木沢，福井，伊藤

9月号論壇の執筆者名を船山良雄氏と
●

しましたが，舟山良雄氏の誤まりですの

で灯正してお詑びいたします。

口時季はずれの猛暑を!‘バカ陽気”

などとポヤいているうちに彼岸がき

たら急に涼しくなった。こうなると

『シミジミともののあわれを感じる』

よりも先になんとなく心細さをおぼ

えるのは貧乏人の本能だろうか。

30年前の酷暑の頃，両親や近所

の人たちが冬さえ越せればなんとか

帰国できるだろうと話合っていた。

そして，『おそらくこの子は…』と

生れたばかりの妹を指さして目をし

ばたたく人もあった。岡の被謹を離

れ，収入の道をとざされた北満の酷

寒をどう生きぬくか。わが家では早

速有金をはたいて一年分の食樋と石

炭を買い込み，燃料効率のよい小さ

な家に引越した。一家は凍えること

も，餓えることもなく一年後に日本

の土を踏んだ。当時，現在の私と同

じ年頃だった亡き父の的確な判断と

決断力が，今，深甚の敬愛の'IIWとと

もに思い起こされる。（八木沢）

□＜秋一番＞という商品潟にあなた

は何を思い浮かべますか？実は稲

刈機の商品名なのです。この種の名

称は最近，食凝品･電家製品･建売住

宅などによく使われるようになりま

したが，林業界ではあまり見かけな

いようです。そこでく原生林＞＜大

森林＞という名のチェンソーはどん

なものか，いやいやこれまた，世間

様の眉を動かすのでは。（福井）

□なければこまるものでありながら

どことなく考えたくないものが色々

ございます。ひとかたならずお世話

になりながら，いっこうに感謝の念

をおこさないのは身'勝手せんばんと

はいうものの，もひとつ魅力に欠け

ることも事実でありましょう。わが

いとしの「弁当」などもぜいたくを

いう気はございませんが，もひとつ

魅力に欠けますなあ。さみしいこと

です。秋ですなあ……（伊藤）

□きびしい残溌が突然去って，今は

秋の長雨。せみの声もすず虫の音も

もう聞こえない。落葉の下には短い

一生を燃焼しつくして果てた生物た

ちの屍。古人もこのような季節に蔀

戸の向こうを見やってもののあわれ

をかみしめていたことでしょう。

「いと寂し」などとものうげにつぶ

やきながら。現代の忙しい毎日のほ

んの一時でもそんな心のゆとりがほ

しいもの。（寺崎）

口臓暑猛暑と言われながらやっとす

がすがしい秋風が吹く今頃です。先

日わがキャプテンはヨーロッパ視察

の旅を終え帰ってきました。当初は

ウヰスキーにたとえるならば角瓶か

らオールド・パーへの見事な変身振

りに鰯かされましたが，今では日揃

茶飯聯においまくられウンヌンのよ

うであります。

ヨソ目というのは随分ぞんざいな

事がいえるものだと驚きながらふと

我が身に照らしてみますと2カ月目

にして初心は崩れさり…･･･ただただ

自己嫌悪におちいるばかりの有様な

のであります。（畠中）
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機能分化の進んだ現代社会の森林政策は体系的な

情報処理システムを基礎にして設計さるべきであ

り，わが国林政が今日最も必要としているのも個

々の政策に一定の方向性を与え，それらを全体と

して矛盾なく盤合化し得るような政策システムで

あろう。この本は，そのような政策システムの設

計のための理論と方法を平易に記述し新しい森林

政策システムの創造をねらったものであり旧来の

林政学とは全く異なった新しい理論と方法が見ら

れる。

森林政策学
林業政策システムの設計

京都大学教授岸根卓郎著

A5判・530頁。¥5,000．〒200

林業種苗

農学博士渡辺資仲著

新書判・213頁。￥800．〒160

好評再版著者自らの実験に基づいて「明日の造

林」をあらわして，いわゆる「ていねい植え」を

提唱した著者が，造林のモトである種と苗木につ

いて譜:いた本で，随所に著者独特の発想がみら

れ，参考になるところが多い。

農林出版株式会社 〒105東京都港区新橋5-33-2振替東京80543番電話03(431)0609.3922

，ﾛ01■ﾛﾛﾛﾛﾛb,･"･･･-----･-…・・‐-.-..．…･-．‐・‐-、

森 計測学 ’林
再
版

股林水産技術会議監修･農林省作物分析法委員会編再版

溌謝栽培植物分析測定法判胴

京都府立大教授大隅真一博士･山形大敬授北村昌美博士

個州大学教授菅原聰博士，他専攻家3氏共著
A5上製440頁・図64版・定価2500円・送料280円

挫林水産技術会議監修・股林省土壌饗分測定法委員会編

闇繍囑土壌養分分析法4版靴胴

艇林水産技術会議監修・農林省土壊物理性測定委員会編

土壌物理性測定法訂正第2版判:目
従来の測樹学に最新の計測技術を導入した画期的傑作

本書は林業技術の近代化を目指して，従来のいわゆる

｢測樹学」から脱皮して，森林を対象とする計測技術の

新しい学理を体系化された画期的新著で，下記の要目に

わたり，これからの林業家を志す学生ならびに一般林業

技術家のために，平易かつ適確に詳述された必読新書。

緒論(概念,範囲と分け方,小史,記号,量と単位,精度その

他),1樹木の測定(概説幹形,伐採木の測定,立木の測定，

樹木の生長量の測定，樹木の重量の推定)，2林分の計測

(概説,林地面積の測定,毎木調査による林分材積の推定，

標準地又は標本地による材秋の推定，プロットレスサン

プリングによる推定,航空写真による推定,林分重量の推

定),林分生長量の推定と予測,3大面積の森林畜積の調査

(概説,航空写真の応用,標本調査による森林蓄稜の推定）

付録＝森林計測のための統計的基礎，関係付表，索引。

林業経営計算学業
胤取大学助教授栗村哲象博士著第2版
A5上製400H･図30版・定価2000円・送料200円

現時の物価騰勢に最も適合する新しい林業較利学

本書は，従来の林価算法較利学を徹底的に再検討し，近

年急速に発展しつつある会計学，特に管理会計論を参考

とし,新しく林業管理会計論を体系化した新藩で，編を1

総論，2林業個別管理会計論(林業資産評価論,林業投資

I蕊購鯖繍雛吐扇;籟蕊臆誌蕊◆

発行駕篭霊霧纈[瀞劉蕊養賢堂
を明かにし,また,一を問題と解答を掲げて詳述してあり

林業家，学生，技術家は勿論，農業経営研究家の必読書。
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定価コンドルT-22¥320,000
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(Yパララックス調整装置付）

それはYパララックス調整。目の

慣れだけでは矯正しにくい縦視差

を写真移動せずに調整します。も

ちろん、向いｲH臓測者の像を崩す

ことはありません。ツマミを回す

だけのワンタッチ。誰にでも目の

前に実体像がグーンとクッキリ。

説明、討議、教育、報告などの楽

な複数観測方式。観測者の熟練度

に関係なく明るく正確な実体像を

約束する眼基線調整、視度調整、

照明装置の内蔵。この比類のない

性能をもつ牛方式双視実体鏡“コ

ンドル"力苛更に便利になりました。

血牛方商会
東京都大田区千鳥2-12-7

TEL(750)0242代表〒145

★誌名ご記入の上カタログご請求ください。
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専用種子吹付材料

三陸郵侶ヨー鰐(大形用）

吹付機械の製作、吹付材料（櫛f、肥料、侵食防止剤、音色剤､土壌改良剤など）
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の供給や、施正技術などに就いて擶導、ご棚談に応じております。

唾187電話0423(41)44051代

◆官

厩調株式会社フジ商会鰡聡鱒蝋駕撫熱懸戦溌灘乳聡輔

彩光の技術陣は、新しい絲化工法のIIM楚で産業に大きく貢献したことをみとめられ、業界で初め
ての科．､jを技術庁民官貨、全耐発Iﾘl協会会鮭'樹など、数多くの微を受けております。
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	表1

	表2

	1975年10月号目次

	論壇_森林随想

	パイロット・フォレストの20年_造成に伴う環境の変遷

	シイタケほだ木の害菌とその防除

	振動機械使用における作業面からの対策

	植物と文学の旅19_大糸沿線Ⅱ

	大自然との接点-イリオモテヤマネコの棲む島

	熱帯アジア素描-食べ物のはなし

	Journal of Journals

	農林時事解説_総合食料政策／統計にみる日本の林業_人工造林面積の推移／現代用語ノート_覇権

	ミクロの造形／本の紹介_図説・広葉樹の見分け方／こだま_将来の広葉樹資源

	技術情報

	若齢林分の保育問題-その多面的な検討7_各地の枝打ちの現状

	会員の広場_ポット苗雑考

	会員の広場_普及指導事業を考える／山の生活

	支部だより

	会員の広場_ヨーロッパ都市林駆け歩き-欧州都市林視察研修旅行を終えて

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


